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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

3
月

6
日
か

ら

17
日
ま
で
、

13
社

の
代

表

か
ら
な
る
イ

ン
ド

取
材
団

(団

長

菊

池
哲
郎
毎

口

・
論
説
委

貝
長
)
と

と
も

に

デ
リ
ー
、
バ
ン
ガ

ロ
ー

ル
、

コ
ル
カ
タ
な

ど
を
駆
け
足

で
み

て
き
た
ー、

人
[
10
億

7
⑪

0
⑪
万
、
面
積

約

3

3

0
万
平
方
キ

ロ
。

い
ず
れ
も
大
雑

把

に

い

っ
て
日
本

の
10
倍
。

多
民
族
、
多

言
語
、

多
宗

教
と

い
え
ば

、
米
国
、

ロ
シ

ア
、
中

国
、
イ
ン
ド
だ
が

、
多
分
、
3

つ
の

い
ず

れ

で
も
ナ

ン
バ
ー

1
は
イ

ン
ド
だ

ろ
う

。

インド記者のインタビューを受ける菊池団長

自己完結型の巨像が動く
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コ

過
酷
な

自
然
⑫
人
[

過

剰
 }
貧
窮

が
長

い
間

こ

の
国

の
固
定

イ

メ
ー
ジ
だ

っ
た
が
、
最

近

は
B
R
I

C
S
の

一
つ
と

し
て
、
I

T
ソ
フ
ト

の
旗
を
揚
げ
、

躍

進
す

る
中
国
を
追
う
形

に
な

っ
て

い
る
ー、
G
D
P

成

長
率
は

98
年

か
ら

.
昨

年

ま

で

の

平

均

で

6
%

弱

.
こ
れ

か

ら
も
中
期

に

わ
た
り

5
%
程

度

の
安
定

成

長

が

見

込

ま

れ

て

い

る
。

い
ま

の
と

こ
ろ
I
T

関
連

は
4
%

で
、
農
業
生

産
が

30
%

の
ウ

エ
ー
ト
.

し

か
し
、
I
T

や
バ
イ

オ

の
成
長

が
著

し
く

、
な
ん
と

15

～

45
歳
人

口
が

65
%
な

の
で
あ
る
.

た
だ
今

回

の
取
材
や
視

察

を
通
じ
て
実

感
し
た

の
は
、

中
国
が

「
急

行
」
な
ら
イ

ン
ド
は

「
鈍
行

」
だ
と

い
う

こ
と
。

こ

の
国
は

ヒ

ン
ド

ゥ
ー

(
8
割
強
が
ヒ

ン
ド

ゥ
ー
教
徒

)
と

い
う

衣

を
ま
と

い
、

カ
ー

ス
ト
と

い
う

4
本

の
ベ

ル
ト
を
す

る

こ
と

で

こ
そ
ま

と
ま

っ
て

い
る

よ
う
に
さ

え
思
え

た
.、
外

部

の
刺
激

に
よ

っ
て
大
き

覇

一
〇

〇

-
O

C

.

一

束

京

都

千

代

田

.区

内

幸

町

ニ

ノ

ニ

ノ

一

日

本

プ

レ

ス

セ

ン
タ

ー

ビ

ル

◎

社

団

法

入

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

な
変

化
を
あ
ま

り

受
け

な

い
、
外
部

世
界

に
も
迷
惑
を
か

け

な

い
よ
う
な
構
造

に
な

っ
て

い
る
。
自

己

完
結

的
特
性
が
強

い
.、

現
世

で
の
カ
ー

ス
ト

の
区
別
も
男
女

の
弟

も

、
最
後
に

ベ
ナ

レ

ス
で
死
期
を
待

つ
と

き

に
は
す
べ

て
解

消

し
、
ひ
と
し
く

ガ

ン

ジ

ス
の
灰
に
な
る

の
だ
そ
う
だ
.

女

性

の
ほ
と

ん

ど

は

サ
リ

i
姿

で

あ

る
.

団
長

の
菊

池

さ
ん

が
喝
破

し
た
よ

う

に
、
イ
ン
ド
は
そ

れ
自
体

「
ワ
ー

ル
ド

な

の
で
あ

る
」
、.

ガ
イ
ド

の
カ

ー

ン
さ

ん
は
、
ヒ

ン
ド

ゥ

ー
を
知
ら
ず
し

て
イ

ン
ド
の
理
解

は
.不
可

能
と

、
移
動

の

バ

ス
の
な
か
で
奇
想

.大
外

な
神

々
の
話

の
さ

わ
り
を
解
説
し

て
く

れ

た

。
か
れ

は
こ

ん

な
話
も

し
た

、
「
バ

ン

ガ

ロ
ー
ル
の
I

T
で
有
名

に
な

っ
て

い
る

が

、
街

に
は

カ

ラ
オ
ケ
も
な

い
、
飲

み
屋

も

な

い
、
デ
ィ
ス

コ
も

な

い
、
映
画
だ
け

」

「
ノ

ラ
犬
だ

け

で

な

く
、

ノ

ラ
牛
、

ノ

ラ

人

間
も
、
金
持
ち

は
も

の
す
ご
く

リ

ッ
チ

で
、
貧
乏
人

は
も

の
す

ご
く
貧
し

い
」
..

◇

シ
ン
首
相

、

チ
ダ

ム
バ
ラ
ム
財
務

相

の

会

見
は
実
現

し

な
か

っ
た

、
議
会

で

の
予

算
審
議

や
地
方
選

の

.
つ
で
与

党
側
が
大

敗
し
た

こ
と
な
ど
も
関
係
し

て

い
た
よ
う

だ
。
外
相

は
わ
れ
わ
れ

に

「
イ

ン
ド
は
民

主
主
義

の
サ

ク
セ
ス

・
ス
ト

ー
リ
ー
」
と

い
っ
た

が
、
そ
れ

に
は

日
本

な
ど

で
は
考

え
ら
れ

な

い
ほ
ど
大
変
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
を

消
耗
す

る
と

い
う

こ
と
な

の
だ

ろ
う
、

イ
ン
ド
外
務
省

の
受
け
入

れ
だ

っ
た

の

だ
が
、
官

僚
機
構

は
お
世
辞

に
も
効
率
的

と
は

い
え
な

い
.

そ
れ

で
も

ナ
ト

ワ
ル
・
シ

ン
外
相
、
カ

マ

ル
・ナ

ー
ト

商

工
相
、
.凶

ベ

ン
ガ

ル
州

六

タ
チ

ャ
ル
ジ
首
相
な
ど

11
人
も

の
会
見
、
プ

リ

ー

フ
ィ

ン
グ
を

こ
な

し

た
。
ほ
か

に
ウ

ィ
プ

ロ
、
バ

イ

オ

コ

ン
、
I

B

M
、
マ
ル

チ

・ウ
ド

ヨ
グ

〔
ス
ズ

キ
〉
、
ト

ヨ
タ
・キ

ロ

ス
カ
、
.一.菱

化

学

の
含
弁

会

社
な

ど
も
視

察
し
て
、
く

た
く
た

に
な

っ
て
帰

国
し
た
。

出
発
前

、
堀
田
善

衛

の

『
イ
ン
ド
で
考

え
た
こ
と
』

を
再
読
し
た
.

経
済
発
展

は
め
ざ

ま
し
く
、

地
域
協
力

や
共
同
体
構

想

の
動
き
も
活
発
だ

。だ
が

、

か

つ
て
漱

石
が

「ヒ
滑
り
に
滑

っ
て

い
く

よ
り

仕
方

な

い
」
と
嘆
き

、

タ
ゴ

ー
ル
、

ガ
ン
ジ

ー
、
ネ

ル
ー
、
魯
迅

、
周
恩
来
ら

も
抱
え
込

ん

で

い
た

で
あ

ろ
う

、
内
発

で

な
く
外

発
的

「開
化
」
を
余
儀

な
く
さ
れ

た
、

ア
ジ

ア
の
近
代
化
な

い
し
は
民
主
化

の
本

質

的

課

題

は
ど
う

な

っ
た

の
だ

ろ

う
。

(専
務
理
事

岩

崎

玄
道

)

(1)
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カ マ ル ・ナ ー ト商.に 相

1983年 に 進 出Lた ス ズ キ の ∫.会社 マ ル チ ・ウ ドヨ グ1デ リ ー 郊 外)

まだ 軽 自 動 噴 がiモ 流 の 四 輪 市 場 で シ ェ ア55%

〈

バ

イ

オ

も

回

k
.

バ

イ

オ

コ

ン
製

薬

ム
ム
杜

〔バ

ン

ガ

ロ

ー

ル

)

..三菱 化学 と西ベ ンガル州 との合弁会社 ポ リエステル

繊維やペ ットボ トル原料 を2000年 か ら生産 している

1ドMイ ン ドの ア ナ ス ワ ミ 導 務 の プ レ

ゼ ン テ ー シ ョ ン は 秀 ・だ っ た

ヒ

ン
ド

ス
タ

ン

・
タ

イ

ム
ズ

の
編
集

局

で

広

告

収
入

の
増
加

で

活

字

も

電
波
も

.兀
気

.
杯

バ ンガ ロ ー ル 南 部 の トヨ タ ・キ ロ ス カ 工 場 〔生 産 開 始

1999年)ワ ン ラ ン ク トの 乗Ill車 市 場 に タ ー ゲ ッ トを

12:
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ナンダ漁業相

バ

タ

チ

ャ

ル
ジ

.西
Hベ

ン

ガ

ル
州

首

相

州
首

相
と

2
閣
僚

の

会

見

は
共

産

党
政

権

が

28
年
続

く

コ
ル

カ

ダ

の
庁
舎

で

バ

ス

カ

ー

ル

防

衛

π

参

.玩

.
・く

面

“

.μ
i
～

ナ トワ ル ・シ ンタ玉椙

セン商i:村1

全 員 を 昼 食 に 招 い て くれ た キ ロ ス カ 財.閥

(ト ヨ タ σ)合 づ芒柑.ア}σ 〉制二士乏ヲミ人
モ ダンであかぬけLた1丁 企業 ・ウィプロイ辞1=働 いている男性 も

女性 もさりそうとしていた ただし撮 影は外観のみでみんなガ.ソクリ

帰1.KIIIは ㌧1.朝5時 起 床 テFリ ー か ら特 急 列}II二で ・1時間 か か つ て ア ケrラの1タ
ー ジ マ ハ ル ー へ1時 間 観 光 して5時 間 か け て 空 港 へ 直 行 記 念?ノ:良 代 は

1人 工00ル ビー(約250円 〕 で し た

衛星の開発 ・打ち ヒげは独1二1技術
1:宇宙 研究機構 バンガロー1の

、3〕
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ジ

エ
ラ
ル
ド

・
カ
ー
テ
ィ
ス

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

嶋
陪
翻
駈
鰍
郎

㎜
糠
ム鵬
飼
ム苅

▼
非
公
式
調
整
メ
カ

一
一ズ

ム
の
崩
壊長

年

日
本
政

治
を
見

て
き
た

カ
ー
テ

ィ
ス
教

授

の
話

は
、
並

の
政
治

家

よ
り
も

エ
キ
サ
イ

テ
ィ

ン
グ
だ

っ
た
。

教
授
は

}oo
年
体
制
以
降

、
半
世
紀

の
口

本

政
治

の
変
化
を

「非

公
式

な
調
整

メ
カ

ニ
ズ

ム
」

(イ

ン
フ
ォ
ー

マ
ル

・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

シ

ョ
ン

・
メ
カ

ニ
ズ

ム
)

の
確
立

と
崩

壊

の
過
程
と
と
ら
え

、
以

下
の
5
点

の
特

徴
を
列
挙
し
た
。

丁

元
官
僚
と
党
人
派

自

民
党
は
政
策

通

の
元
官
僚
と
、
選
挙
民

の
要
望

に
敏
感

な

党
人
派
が

.
緒
に

つ
く

っ
た
政
党
だ
。

し

か
し
、
最
近

の
.兀
官

僚

は
熱
心
な
大
学

院
生

の
よ
う
な
人
が
出
馬

し
、
党
人
派
も

.

.世
議

員
と
な

っ
た
。

②
自

民
党
と
社
会
党

社

会
党
は

60
年

代
半

ば
か
ら
政
権
を
と

る

こ
と
を
あ
き
ら

め

、
自

民
党
と
癒
着

し
た

。

民
主
党

は
政

権
を
と

れ
る
期
待
が
あ

る

が
、
次

の
選
挙

で
自
民
党
が
圧

勝
す

れ
ば

「国
対
政
治
」

が
復
活
す

る
だ

ろ
う

。

③
官
邸
と
自

民
党

議
会
制
民
主
主
義

を

と

る
ほ
か

の
国

で
見

ら

れ
な

い
特

徴

は
、
与
党
と
政

府

が
対
等

の
立
場

に
あ

る

こ
と
だ
。
小
泉

首

相

は
政
策
決
定

で
自
民

党

の
力
を
弱

め

た

。

④

マ
ス

コ
ミ

と

政
界

こ
の
関
係
は

55

年

体
制

で

一
番

崩

れ

て
い
な

い
。

マ
ス

コ

ミ
が
記
者

ク
ラ

ブ
制

度

の
下
で
国
家

の
情

報
を
得

る
構
造

は

21
世
紀
の
経
済
大
国
と

し

て
ふ
さ
わ
し

く
な

い
..
政
治
家

に
夜

回

り
を
す

る
番

・記

者

制

度
は
、

マ
ス

コ
ミ

の

方

か
ら
や
め
た

方

が

い
い
。

⑤
財
界
と
自

民
党

70
年
代
、
財
界

の

「
四
天
工
」

が

い
た
。
今

の
財
界

は
ど

こ

に
あ
る
か
分

か

ら

な

い
。

こ
れ

に
対
し

て
、

「
こ
う

い
う

時

代

で

あ
る
ほ
ど
夜

回

り
を

中
心
と
し
た
イ

ン

フ

ォ
ー

マ
ル
な
情

報
収
集

活
動
は
我

々
の
使

命

、.
要
は
公
共

の
た

め
に
使
え

る
か
ど
う

か
だ
」
と

い
う

疑

問

が
呈
さ
れ
た
。
と

は

い
え
、
「政
治

は

社

会
を
見

る

一
つ
の
窓
」

と

の
視
点
か
ら

、
社
会

の
変
化

に
合
わ
せ

政
治
も

「
マ
ナ

ー

か
ら
ル
ー
ル

へ
」

へ
変

わ
ら
ざ
る
を

得

な

い
と

い
う
教
授

の
指
摘

に
は
、
日
を

開

か
れ

た
。

時
事
通
信

解

説
委

員

田
崎

史
郎

〈
参
加
者

V

▼
菊
池
哲
郎
毎
日
新
聞
役
員

待
遇
、
論
説
委
員
長

(団
長
)

▼
西
井
泰

之
朝
口
新
聞
編
集
委
員

(副
団
長
)

▼
杉

山
美
邦
読
売
新
聞
論
説
委
員

(同
)

▼
太

田
泰
彦
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
兼
論
説

委
員

(同
)

▼
細
田
昌
夫
共
同
通
信
経
済

部
次
長

(同

)
▼
大
柳
聡
庸
産
経
親
聞
経
済

部
記
者

▼
黒

川
信
雄

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・ビ

ジ
ネ

ス
ア
イ
経
済
産
業
部
記
者

▼
金
成
良

宏
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
論
説
委
員

▼
大

橋
洋

.
郎
中

日
新
聞
名
古
屋
本
社
経
済
部

記
者

▼
岡
崎
伸
二
山
陽
新
聞
論
説
委
員

▼

岡
村
啓
太
郎
高
知
新
聞
社
会
部
次
長

▼
山

内
聡
彦
N
11
K
解
説
主
幹

▼
大
金
美
穂
テ

レ
ビ
東
京
国
際
部
記
者

▼
岩
崎
玄
道
ク
ラ

ブ
専
務
理
事

▼
石
川
洋
ク
ラ
ブ
総
務
部
長

〈
日
程
〉
へ
11
泊
12
日
)
▼
3
月
6
日
(口
〉

昼
成
田
発

夕
刻
デ
リ
ー
着

▼
7
日
(月
〉

在

デ
リ
ー
日
本
商
工
会
議
所
幹
部
と
の
朝

食
会

(津
田
直
樹
会
長

・
丸
紅
イ
ン
ド
社

長

ほ
か
)、

イ

ン
ド

・
マ
ス

コ
ミ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
所
訪
問
、
ナ
ト
ワ
ル

・
シ

ン
外
相
会
見
、
イ
ン
ド
産
業
連
盟
訪
問
(グ

ル
パ
ル
・
シ

ン
事
務
次
長
〕
、
ナ
ン
テ
ジ
・

サ
ル
ナ

・
イ

ン
ド
外
務
報
道
官
主
催
レ
セ

プ

シ
ョ
ン
▼
8
円

〔火
)

マ
ル
チ

・
ウ
ド

ヨ
グ

{ス
ズ
キ
の
子
会
社
)
訪
問

(永
尾

博
文
副
社
長

)、
榎
泰
邦
駐
イ

ン
ド
大
使

主
催
懇
談
会

▼
9
日

〔水
}
イ

ン
ド
防
衛

研
修
所
訪
問

(ウ
ダ
イ

・
バ
ス
カ
ー
ル
所

長

)
、

ヒ

ン

ド

ス

タ

ン

・
タ

イ

ム

ズ

外

信

部

長

と

の
懇

談

、

カ

マ

ル

・
ナ

ー

ト

商

L

相

会

見

、

夜

デ

リ

ー

発

バ

ン
ガ

ロ
ー

ル

着

▼

10

日

〔木

)

ウ

ィ

プ

ロ

(
ソ

フ
ト

開

発

会

社

)
訪

問

、
バ

イ

オ

コ

ン

(製

薬

会

社

)

訪

問

(ゴ

ウ

タ

ム

・
レ

デ

ィ
人

材

開

発

部

長

)
、

I

B

M
訪

岡

(
シ

ャ

ン

カ

ー

・
ア

ナ

ス

ワ

ミ
専

務

取

締

役

、

マ

ッ

ツ

・
ア

ゲ

ル

ビ

i

副

社

長

)

▼

11

日

(金

)

イ

ン

ド

宇

宙

研

究

機

構

訪

問

(
ラ

ジ

ー

プ

・
ロ

チ

ャ

ン
所

長

〕
、

ギ

タ

ン

ジ

ャ

リ

・
キ

ロ

ス

カ

社

長

夫

人

〔
イ

ン

ド

・
日
本

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

議

長

〕

主

催

昼

食

会

、

ト

ヨ
タ

・
キ

ロ

ス

カ

・
モ
ー

タ

ー

訪

問

(関

止

俊

副

社

長

 
、

▽

12

日

(
十

)

朝

バ

ン
ガ

ロ
ー

ル

発

午

後

バ

ラ
ナ

シ

〔
ベ

ナ

レ

ス
)

着

▼

B

日

(
[

)

ガ

ン
ジ

ス

川

沐

浴

、

サ

ル

ナ

ー

ト

の

仏

教

遺

跡

、

考

古

博

物

館

見

学

、

午

後

バ

ラ

ナ

シ

発

夜

コ

ル

カ

タ

着

▼

14

口

(
月

>

M

C

C

P

T

A

イ

ン

デ

ィ

ア

(
三

菱

化

学

と

の
合

弁

L

場

)

訪

問

へ笠

井

義

則

工

場

長

、

池

川

毒

洋

取

締

役

販

売

担

当

〕
、

清

水

健

司

駐

コ

ル

カ

タ

総

領

事

主

催

懇

談

会

▼

15

日

(火

〕
西

ベ

ン

ガ

ル
州

ブ

ッ

タ

デ

ブ

・
バ

タ

チ

ャ

ル
ジ

首

相

、

キ

ロ

ン

モ

イ

・
ナ

ン
ダ

漁

業

相

、

ニ
ル

パ

ン

・

セ

ン
商

工

柑

会

見

、
イ

ン

ド
博

物

館

見

学

、

夜

コ
ル

カ

タ

発

デ

リ

ー

着

▼
16

日

(水

〕

朝

デ

リ

i

発

ア
グ

ラ

着

、

タ

ー

ジ

マ

ハ

ル

見

学

、
夜

デ

リ

ー

発

▼

17
日

〔木

}

朝

成

田

着

〔4)
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尾
上

武
義

三
重
県
宮
川
村
村
長

夢

u
輪

ザ
翻
賭
ヘバ観
臓
瀦
脚
か
ら
」
,

▼
日
本

一
美

し

い
村

か

ら
の
教
訓

去
年
は
史
L
最

多

の

10
個

の
台
風
が
上

陸

し
た
ほ
か
、
各

地
を
集

中
豪
雨
が
襲

っ

て
、
十
石
流
や
が

け
崩

れ
な
ど
が
多
発

し

、

土
砂
災
害

の
犠
牲

者

は

こ
の
10
年
間
で
最

も
多

い
62
人

に

の
ぼ

っ
た
.

一.一重
県
中
西
部

の
山
あ

い
に
位
置
す

る

宮

川
村
も
、
9
月

に
11
本

列
島
を
縦
断

し

た

台

風

21
号

で

7
人

の
犠
牲

著
を

だ

し

た

、
尾
上
村
長
は

「も

っ
と
早
く
避
難

勧

告

を
だ
し
て

い
れ

ば
被
害

を
少
な
く
で
き

た

か
も
し
れ
な

い
.最
大

の
痛
恨
督

で
す

」

と
語

り
、
住
民

の
安

全

に
大
き
な
責
任

が

あ

る
自
治
体

の
ト

ッ
プ
と

し
て
の
昔
悩

を

に
じ
ま
せ
た
、.

ま

た

「最
近
雨

に
よ

る
大
き
な
災
害

が

な

か

っ
た
こ
と
か

ら
、
宮

川
村
は
雨

に
強

い
と

過
信
し

て

い
た
」
と
災
害
に
対
す

る

汕
断

が
あ

っ
た

こ
と
を
認

め
た
上
で
、
「伊

勢
湾

台
風

の
と
き

は

3
日
間
の
雨
量
が

塒

ミ
リ
だ

っ
た

が

、
今
回
は

2
[
問

の
連
続

雨
鼠
が

晒
ミ
リ

、
最
大

の

一
時
間
雨
量
は

鵬
ミ
リ
に
達

し

た
」
と
局
地

的
な
豪
雨
災

害

の
怖

さ
を
訴

え
た

.

住
民
か
ら

は

「裏
山

の
水

が
赤
く
な

っ

た
」
「
が
け
か

ら
小
石
が
藩

ち

て
き
た

;
土

く
さ

い
に
お

い
が
す
る
」

と

い

っ
た
通
報

が
寄
せ
ら
れ

、

2
個
所

の
集
落

に
避
難
勧

告
を
出

し
た

が

ー
ほ
か

の
地

域
も
同
じ
よ

う

に
な

っ
て

い
る
と
想

像

す

べ
き

だ

っ

た
」
と
全

国

の
自
治
体
や
防
災

関
係
音

へ

の
教
訓
を

述

べ
た
。
さ
ら

に

「
山
あ

い
の

村

は
、
全
体

が
土
砂
災
害

の
危

険
個
所
に

あ
る
よ
う

な
も

の
」
で

「
高
齢

化
率
は
全

国
平
均

の
2
倍

の
蜀
%
」

と
過
疎

の
村

の

現
状
を
語

っ
て
、
ど
こ
に
避
難
勧
告

を
だ

す

か
の
判
断

や
高
齢
者
な

ど

の
避

難
誘
導

の
難
し
さ

に
も

言
及
し
た

、

し
か
し
村

の
復
興
に
話

が
進

む
と
、
全

国

で
も
有
数

の
多
雨
地
帯

で
あ

る
大

台
ケ

原
を
源
流

に
し

て
村
を
流

れ

る

「宮

川
」

は
、

一
級
河

川

の
水
質
調
査

で

「
過
去

に

4
回
も

目
本

一
に
輝

い
た
自

慢

の
川
」
だ

と
胸
を
張

っ
た

。
住
民

の
多

く

が
宮

川
を

心

の
よ
り
ど

こ

ろ
と
感
じ

て

い
て
、
川
と

と
も

に

「
目
本

一
美
し

い
村

を
再
生

し
て

い
き
た

い
」
と

話
を
結

ん
だ
。

N
H
K
解
説

委
員

山
崎

登

加
藤

幹
之

薦
鍵

雛

難

本
部
長

幽
.膨

鍛

、糟
遜

▼
知

財
文

化
革

命

を

提

唱

い
わ
ゆ
る
警

世

家
を
多
弁
派
と
寡
黙

派

に
分
け
れ
ば
、

加

藤

さ
ん
は
さ
し
ず

め
前

者

の
典
型
だ

ろ
う

..
い
ま
最
も
旬

の

「
知

的

財
産

〔知
財

二

を

テ
ー

マ
に
、

こ

の

日
も
警
鐘
を
鳴

ら
し
続

け
た
。

そ

の
訴
え
る

と

こ
ろ
は
多
.岐

に
わ

た

る

が
、
知
財
問
題

に
対
す

る
我
が
国

の
認

識

は
総
じ
て
薄

い
、

と

い
う
危
機
感

が
言
葉

の
端

々
に
に
じ

む

..
先
年
、
「
知
財
立

国
」

を
標
榜
し
、
法

制
度

は

.
応

の
形
を
整

え

た

H
本
だ
が
、

政
府

は
も
と
よ
り
企
業

、

個

人
に
至
る
ま

で
、

こ

の
同

の
置
か

れ
た

状

況
を
本
当

に

理
解

し

て

い
る

の
は

一
部

に
過
ぎ
な

い
。

そ

れ

は
約

17
年

間

の
滞
米

生
活

で
超
大

国

の
底

力
を
骨

の
髄

ま

で
味

わ

っ
た
人
な
ら

で
は

の
悲
憤
だ
。

た
し
か
に
、

ヒ

ト
、

カ
ネ
、

モ
ノ

に
次

ぐ
第

4
の
経

営
資

源

、
知
財

の
す

そ
野

は

広
く

、
未
整

備

の
課
題

は
多

い
、.
特
許
に

つ
い
て

い
え
ば
、
年
間

の
出
願
件
数
は
米

国
を
L

同

る
が
.
大
事

な

の
は
そ

の
中
身

で
あ
り

、
特

許
を
含
む
知

財
全
体

の
総
合

的
な
活

用
法

で
あ
る
、
約

8
万
件

の
特
許

を
持

つ
富
十

通

の
知
財
責

任
者
と
し

て
、

「特
許

だ
け

に
頼
る
ま

い
」

と

の
自
戒

を

込
め
た

指
摘

、
と
み
た

.

「
日

本

に

は

『知
財

文
化

革

命
』

が
必

要

で
す

」
,
警

世
家
は
そ
う

説

い
た

情

報

・

技
術

の
鷲
14
理

は
す
き
だ

ら
け

で
、
形

の
な

い
も

の

へ知

財
)
に
カ
ネ

を
払
う
文
化
も

定
着
し

て

い
な

い
、
だ

が
、
知
財
権

の
侵

害
は
犯

罪
的

で
あ
る
こ
と
を

も

っ
と
肝
に

銘
じ
た

い
。
企

業
や
社
会

の
中

で
相
互

の

権
利
を
尊

重

し
合
う
風
上
を

は
ぐ
く
み
、

「
M

e
、

t

o
o
」

〔私
も

同
じ
)

の
思
想

か
ら

脱

し

て

「
O

n
l

y

m

e
」

〔私

だ
け
)
の
社

会

に
至
る
、
と

い
う

の
が

「革

命
」

の
骨

相
だ
と

い
う
。

「
《
ユ
ー
ザ

ー
主
体

の
社
会

》

へ
の
変
化

を
先
取

り

し
、
機
敏

に
対

応

せ

よ
」
「
国

際
的

な
制

度

改
善

の
先

頭

に
」
。

こ
れ

ら

を
具
体
化

す

る
道
筋
も
含

め

て
、
私
た
ち

は
今
後

も

警
世
家

の
提
言

に
耳
を
傾
け

、

そ
し

ゃ
く

せ
ね

ば
な
る
ま

い
。

朝

目
新

聞
知
的
財
産
セ

ン
タ
ー
長

田
上

幹
夫

〔5}
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ヨ

リ
 

ロ
ポ

ソ

あ

ぢ

 

れ

植

木

安
弘

国

連

ア
チ

エ
広
報
官

司
会
-
帆
江
勇
委
臨

庸

契

▼
国
際
社
会
の
連
帯
に
自
信

ス
マ

ト

ラ
沖

地
震
と

津
波
に

ょ
る
最

大

の
被

災
地
、

イ
ン
ド

ネ

シ
ア

・
バ
ン

ダ

ア
チ

ェ
で
1
月

28
0
か
ら

3
月

14
日
ま

で
、
国
連
緊
急
援
助
調
整
官

室

(O
C
11

A
)
の
広
報
担
当
官
を
務
め

た
植
木
安
弘

・

国
連

広
報
官
が
現
場

の
状
況

を
報
告
、
「イ

ラ
ク
戦
争
と

は
好
対
照
.

国
際
的
な
連
帯

を
背

に
、
国
連

は
期
待
さ

れ
た
役
割
を
果

た
せ
た
と
思
う
」
と
話
し

、

口
焼
け
し
た

表
情

に
自
信
を
浮

か
べ
た

。

植
木
氏

は
イ

ラ
ク
戦
争
前

に
大
量
破
壊

兵
器
査
察

団
の
報
道
官
と

し

て
バ
グ
ダ

ッ

ド

に
駐
在

し

て
お
り

、
「
国
際

社
会

が
真

っ
二

つ
に
割

れ
た
中

で
の
活

動

は
難
し
か

っ
た

」
と

当

時

の
状

況
を

説

明
。
「
国
連

の
意
義

が
問
わ
れ

て

い
た
」

と
苦
境
を
振

り
返

っ
た
が
、
津
波
支
援

で
は
、
主
要
国

の
大
幅
な
支
援
積

み
増
し

、
疫
病

の
拡
大

や
親

を
失

っ
た

子
供

が

人
身
売
買
の
対
象

に

な
る
こ
と

の
阻
止

に
貢
献

で
き
た
と

語

り

、
国
連
が

「国

際
社
会

の
連
帯
」
を

背

に
し
た
こ
と
を

最
大

の
理
巾

に
挙
げ
た
。

イ

ン
ド
ネ

シ

ア
政
府

は
津
波
か
ら

3
カ

月

後

の
3
月

26

日
に
復

興
計
画
を
発
表

、

緊

急
支
援
か
ら

復

興

へ
の
移
行
を
宣
言

す

る

方
針
と

い
い
、
同
国

軍
も
緊
急
活
動

か

ら

通
常
態
勢

に
復

帰
す

る
。
自
衛
隊

の
ほ

か

、
支
援
を
展

開
し
た

外
国
軍
は
ほ
ぼ
撤

退

、
国
連
の
活

動

を
末

端

で
支
え
た

N
G

O
も
、
イ
ン
ド

ネ

シ

ア
政
府

の
選
別
を
受

け

、
多
.く
が
撤

退

す
る
見

通
し
だ
と

い
う
。

し
か
し
、

3
月

中
旬

で
も

1
日
に
約

50

の
遺
体
が
回
収

さ
れ
、

避
難
生
活
を
送

る

人

の
数
は
依
然

と

し

て

40
万
人
を
超
え

る

の
が

ア
チ

ェ
の
現
状

,
植
木
氏
は

「緊
急

支

援

の

ニ
ー
ズ

は
な
く

な

っ
て

い
な

い
」

と

強
調
し
、
今

後

復

興
活
動

の
・E
体
と
な

る
現
地

の
自
治

体

は

「
多
く

の
人
材
を
失

っ
て
お
り
、
実

施
能
力

が
あ
る
の
か
が

一

番

の
問
題
に
な

っ
て

い
る
」
と
指
摘
。
被

災

3
カ
月
を
機

に
現
地

で
の
支
援
態
勢

が

大

き
く
変
わ
ろ

う
と

し

て
い
る
こ
と

に
懸

念

を
表
明
す
る

と
と
も

に
、
国
際
社
会

の

支

援
継
続

の
必

.要
性
を

訴
え
た
.

共
同
通
信
外

信

部

土
屋

豪

志

佐
藤

秀
信

元
外
務
省
イ
ラ
ン
専
門
調
査
員

障
掘
線
べ
会
研
喉
駈
蘇
,
鵬
ク
晒

▼
核
兵

器

開

発

能
力

の
向

上

も

視

野
に

新
進
気
鋭

の
イ

ラ
ン
専
門
家
、

佐
藤
秀

信
さ
ん
は
日
本

の
若
手

中
東

専

門
家

に
あ

り
が
ち
な
党

派

性

や
気
負

い
が

な

い
。
客

観
的
、
か

つ
冷

静
な
分
析

で
、
す

で
に
定

評
が
あ

る
..

今
回
の
研
究

会

で
は
イ

ラ
ン
情
勢
を
①

核
開
発
②

対
イ

ラ
ク

・
レ
バ
ノ

ン

へ
の
思

惑
3
第

9
期

大

統
領
選
挙

の

3
点

か
ら
解

説
し
た
。

今
最
も

関
心

の
高

い

「核

開
発

」
問
題

で
は
ま
ず

、

レ
ジ

ュ
メ
に
掲
載

し
た
年
表

(
「イ

ラ

ン

の
核

開
発
問

題

の
流

れ
」
)
に

沿

っ
て
1

9
7

0
年
か
ら
現
在

に
至

る
経

緯
を
解
説
。
と

く

に
〔
1
)
2
0

0
3
年

6

月
、
I
A
E

A

(国
際
原
子
力
機

関

)理
事

会
が
早
期

か

つ
無
条
件

の
追
加

議
定
譜
締

結
を
イ

ラ
ン
に

求

め
る

議
長
総

括
を
採

択

(2
}

2
0
0

4
年

6

月

I

A
E
A

理
事
会

が
ウ
ラ
ン
濃
縮

汚
染

問
題
、

P
2

型
遠
心
分
離
器
計

画
問
題
な
ど

の
即
時

徹

底
糾
明
を
イ

ラ
ン
に
求

め
る
英
仏
独
共

同

提
案

決
議
を
採
択

を

「
2
つ
の
ヤ

マ

場
」
と
し
な
が
ら

、
流

れ
が
提
え
に
く

い

イ

ラ

ン
核
問
題

の
経
緯
を
分

か
り
や
す

く

解
説

し
た
。

加

え
て
、

一
歩

踏

み
込

ん

で

「
(イ

ラ

ン
政
府

は
}
平
和

利
用

の
核

開
発
技
術

取

得
と
並
行
し

て
、

核
兵

器
開
発
能
力

の
向

上
も

視
野
に
入
れ

る
」

と
述

べ
た

..

ま

た
、
「対
イ

ラ

ク
・
レ
バ
ノ
ン
関
係

」

に
関

し

て
も
、
「
合

法

政

党
化
す

る

S

C

I
R

I

(イ
ラ
ク

・
イ

ス
ラ
ム
革
命
最

高

評
議

会
〉
を

『第

2
の
ヒ
ズ

ブ

ッ
ラ
ー
』

に
す

べ
く
、
先
を

見
据

え
た
体
制
作
り

を

支
援

か
」
と
踏

み
込

ん
で
分
析

し
た
,

さ

ら
に
、
6
月

17
0
実
施
r
定

の

「
第

9
則

大
統
領
選
挙

」

に

つ
い
て
は
、
出

馬

が
予
想
さ
れ
る

5
人

に

つ
い
て
、
そ

の
政

治

的
立
場
を
紹
介

..
中

で
も
興
味
深

か

っ

た

の
は
、
イ
ラ

ン
保
守

派
が

「対
内
穏

健

保

守
派
」
と

「体

制
保

守
派
」
に
分

裂
し

て

い
る
と

い
う
分

析
だ

っ
た
。
次
期
大

統

領

選
報
道
で
は
実

際

、
流
行

の
分
析
と

な

る
か
も
し
れ
な

い
.

個
人
会
員

読

売
新

聞
出
身

中
東

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

藤
原

和

彦

町6)
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緒
方

四
十
郎
氏

劉
設
謄
彦
蘇
膏
㍑
嚇
.鷹

▼
言
論

界

へ
の
期
待

と

励

ま

し

『遙

か
な

る
昭
和
-

父

・
緒

方
竹
虎

と

私
』

(朝

日
新

聞
社

刊

)

の
著

者
緒
方

四

卜
郎
氏

(当

ク
ラ
ブ
特

…別
賛

助
会
員
)
と

の
語

る
会

は

い
き
な
り

“正

誤
表

”か
ら
人

っ
た
。
竹

虎
氏

の
愛
犬

の
ブ

ラ

ッ
キ
ー
は

正
し
く

は
プ

ラ

ッ
キ
ー
な

ど
計

8
ヵ
所
聞

違

っ
て

い
た

そ
う

で

「
で
も
ま
だ
あ
る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
の
で
ご
指

摘
を
」
と
ア
タ

マ
を
下

げ
、
笑

い
を
誘

い
出
す
.

書
き

上
げ

て
有
名

3
社

に
出
版
を
打
診

し
た

が
断
ら

れ
、
結
局
朝

[

に
落
ち
着

い

た
、
私

は
広
告

で
見

て
タ
イ
ト

ル
に
ひ
か

れ
す
ぐ

さ
ま

買

い
に
走

っ
た

。
四
卜
郎
さ

ん
は

1
9
2

7
年
生
ま

れ
、
私

29
年
生
ま

れ
,
あ

ち
ら
御
曹
司
、

こ
ち
ら
馬

の
骨

の

違

い
は
あ
れ

ど
戦
争
体
験

は
共

通
、
何
し

ろ
緒
方

貞
子

さ
ん
と

い
う

ブ

リ
リ
ア
ン
ト

な
存
在

の
夫

君

〔も

っ
と

も

四
十
郎
さ
ん

は

40
代

に
し

か
見
え
な

い
の
で
私
は
長
ら

く

貞

弄
さ

ん

の

ご

子

息
と

見
誤

っ
て

い

た
..
老
謹
と
許

さ

れ

よ
〕
で
い
ら

っ
し

ゃ

る
か
ら
そ

こ
は

か
と

な
く
貞
子
さ
ん
と

の

こ
と
も
記
さ
れ

て
あ

る
か
と
と
き

め
き

を

覚
え

た
の
で
あ

る

。

記
述
は
あ
る

。

7
、
8
行
あ
る
..
事

実

の
み
さ
ら
り
と

。

四
十
郎
流
で
あ

る

.
し

か
し
そ
れ
は
主

題

の
竹
虎
氏
に

つ
い
て
も

同
様

で
そ

の
足

跡

、
信
念
、
波
瀾

の
生

涯

を

過
剰
な
表
現

の
ひ

と
か
け
ら
も

な
く

透

明
無
比
に
描
出

し

て
実

に
心
地
よ

い
.

心
地
よ
さ
と

...百
凡
ば
四
十
郎
さ

ん
は

い

つ
ど

こ
で
で
も

誰

と

で
も
こ

の
”
心
地

よ

さ
”
を

醸
し
出

せ

る
名

人

で
、
語

る
会

の

1
時
間
半

が
ま

さ

に
そ
れ
だ

っ
た
。
質

問

は

ひ
き

も
切
ら

ず

、
一.小
泉

サ

ン
を

ど

う

思
う

か
」

(答

一
改

革

な
く
し
て
成

長

な

し
と
お

っ
し

ゃ
る
が

成
長
な
く

て
改
革

は

で
き
な

い
の
か

}
、

「貞

子
さ
ん
.不
在

の
折

の
夕
食

は
」

(答

「
外
食

)
な
ど

賢
問

賢

答

の
連
続

。

そ

の
笑

い
の
波

間

に
さ
り
げ
な
く

投

じ

ら

れ
た
ひ
と
言

が
あ

る
。
「
父
は

胸
底

に

言
論
統
制
と
戦

争

を

防
げ
な
か

っ
た
自
責

を

深
く

き
ざ

ん

で

い
た
」
。

い
ま

言
論

に

か
か
わ
る
も
の

へ
の
期
待
と

い
た

わ
り

と

励
ま
し
が
に
じ

ん

で

い
た
..

名
誉
会

員

毎

日
出
身

増

田
れ

い
子

ド
ナ
ル
ド

・ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

O
E
C
D
事
務
総
長

餌㌦
露

.長
厩物

譜
腹
バ
候
島
誠
司

▼
”
改
革

”
の

加

速
を

注

文

経
済

協
力

開

発
機
構

(
O
E
C

D
)
の

事
務
総

長

は
、

例
年

5
月

か

ら

6
月
に
か

け
て
開

か
れ

る
開
僚
理
事
会

前

に
、
ド
要

国
を
訪

問

す

る

こ
と
が
多

い
.

カ

ナ
ダ
出

身

の
ジ

ョ
ン
ス
ト

ン
氏

が

96
年

の
就
任
以

来
、今

回
で

5

回
目

の
会

見
と

な
る

の
は
、

そ
う
し
た
事

情

も
あ
る
。

た
だ

、
今

回
は
特
別

の
意
味

を
持

っ
て

い
る

.
来

年

5
月

の
任
期

切

れ

で
、
再
任

を
求
め

な

い
こ
と
を
各

国

に
通
告

し
て
お

り
、

こ
れ
が
事

務
総
長
と
し

て
最
後

の
来

口
、会

見

に
な

る
と
f
想
さ

れ
る
か

ら
だ
。

事
務
総

長
と

し

て
、
旧
東
欧

や
韓

国
、

メ

キ

シ

コ
の
加
盟

を
仕
切

っ
て
き
た

。
中
国

な
ど
途

上
国

と

の
対
話

に
も

尽
力

し
て
き

た
。ま
た

、

こ

の
間
、
O
E
C

D
は

日
本
に

構
造
改

革

の
推
進

な
ど
、
厳

し

い
注
文
を

付

け

て
き
た
,
ジ

ョ

ン
ス
ト
ン
氏
も

来

H

の
度

に
、
改
革

の
加
速

を
強
調
し

て
き
た

-

そ

れ
も
、
先
進
国
中

で
最
も
パ

フ
ォ
ー

マ

ン
ス
が
良
く
な
か

っ
た
以
ヒ
、
仕
方

の
な

い
こ
と
だ

っ
た
。

こ
の
日
の
会

見

で
は
、
そ
の
成

果
と

い

う

こ
と
で
も
あ
ろ
う

が
、
「最
近
に
な
り

、

よ

う

や
く
先
行

き

楽

観
主

義

が
出

て

き

た

」
と
、

日
本
経
済

の
回
復
に
ほ

っ
と

し

た
表

情
を
見
せ
た

.
と

は

い
え
、

デ

フ
レ

か

ら
完
全

に
脱
却

し
、
健
全
な
経

済

に
戻

る
た
め
に
は
、
「競

争

政
策
、
親
制

改
革

、

民

営
化
な
ど

の
加
速

が

不
可
欠
」

と

、
気

を
抜

く

こ
と
を

い
さ

め
た
。
最
近

の
小

泉

改

革

の
停
滞
が
気

に
な

っ
て

い
る

の
か
も

し

れ
な

い
。

会

見

で
は
次
期
事

務
総
長
問
題
も
話

題

に
。
来
目
に
先
立

っ
て
、
英
紙
が

「
ジ

ョ

ン

ス
ト

ン
氏
が

ア
ジ

ア
地
域

の
政
治
家

が

好

ま
し

い
」
と
語

っ
た
と
伝
え
た
。

こ

の

目
も
、
日
本
の
O
E

C
D

へ
の
貢
献
を

評

価

す

る
と
と
も

に
、
「
高

い
成

長
を

み
せ

て

い
る
ア
ジ
ア
か
ら
出

る

の
は
良

い
ア
イ

デ

ア
。
付
け
加
え

る

な
ら
ば
、
女
性

が
望

ま

し

い
」
と
、
期

待
を

表
明
し
た
。

こ

の

期

待
が
現
実
に
な

る

こ
と
を
祈
り
た

い

毎

H
新
聞
論
説
委

員

今
松

英
悦

〔7)
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ミ
コ
ラ
・
ト
メ
ン
コ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
副
首
相

禦

設
縫
献
㌶

嗣
職
驚
幹
男

▼
C
l
S
に
連

鎖

す

る

オ
レ

ン
ジ

革

命

愛

・
地
球
博

の
た

め
来
口
し
た

ウ

ク
ラ

イ

ナ
の
ト
メ

ン
コ
副
首

相
が
、
記
者

会
見

し

た
。
昨
年

12
月

の
や
り
直
し
選
挙

で
、

西
欧
型

の
民
主
主

義
社

会
を
日
指
す

ユ
シ

チ

ェ
ン

コ
氏
が

、
プ

ー
チ

ン

・
ロ
シ

ア
大

統

領

の
露
骨
な
支

援
を

受
け
た
ヤ

ヌ
コ
ビ

ッ
チ
氏
を
破

っ
て

ウ
ク

ラ
イ
ナ
大
統

領

に

当

選

し
た
。
不

正
選
挙

を
糾
弾
す

る
、

い

わ

ゆ
る
オ
レ
ン
ジ
革
命

を
指
導
し
た

リ

ー

ダ

…
の

一
人
が

ト

メ

ン
コ
氏
で
、
今
年

、

副

首
相
に
就
任

し
た
ば

か
り
。
ま
だ

40
歳

の
若
さ
で
あ
る
、、

ト

メ
ン
コ
氏

は
、
旧

ソ
連
邦
を
構
成

す

る
共
和
国
連
合
体

、

C
I
S
の
リ
ー

ダ
ー

た

ち
が
、
大
統
領

ク

ラ
ブ
を
作

っ
て
権

力

温

存
を
図

っ
て
き

た
、

そ

の
風
穴
を

開
け

た

の
が
グ
ル
ジ

ア
、
そ

し
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ

と
続
く
革

命
だ

っ
た
と
孟
口う

。

そ
れ
は
単

な
る
政
権

交
代

で
は
な

い
、

ソ
ビ

エ
ト
式

権
力
構
造

は
も

は
や
時
代

に
合

わ
ず
、
C

I
S
空

間

に

「新
し

い
理
念

の
革
命
」
は

連
鎖
す

る
だ

ろ
う
、
と
大
胆

な

ア
言
を
し

て
み
せ

た
.、

ト

メ

ン

コ
氏

が
日
本
訪
問

中

、
C
I
S

の
ひ
と

つ
、
キ

ル
ギ

ス
共
和

国
政
権
が
崩

壊
し
た
。

首
都

ビ

シ

ュ
ケ

ク

で
、
不
止
選

挙

に
抗
議

す

る

デ
モ
が
政
府
庁

舎

に
な
だ

れ
込
む

や
、

ア

カ

エ
フ
大
統

領

↓
家
は
あ

っ
さ
り
国

外

に
逃
が
れ
た
。

ト

メ

ン

コ
副

首
相
は
、
旧

ソ
ビ

エ
ト
共

和
国
が
将

来
、

民
主

国
家

連
合

体

に
な
る

か
も
し
れ

な

い
、
と
期
待

し

て

い
る
。
そ

し

て
、

ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
た

ん
に

E
U
入
り

を
目
指
す

だ
け

で
な
く
、

ロ
シ

ア
を
含
む

東

の
C

I
S
諸

国

の
民
主

化
を

助
け
る
役

割
を
担
う

こ
と

も
示
唆

し

て

い
る
。

ロ
シ

ア
、

ベ

ラ

ル

ー
シ
と

の
“
ス

ラ
ブ

3
兄
弟

の
血
縁

”
は

切

る
こ
と

が

で
き

な

い
、
と

い
う
こ
と

だ
ろ

う
か
。

フ
レ

ッ
シ

ュ
な
指
導
者

と

い
う
好
印
象

を
残
す

ト

メ

ン

コ
副
首
相

に
く

ら
べ
、

い

や
で
も

日
本

の
政
界

の
老
化

現
象

が
目
に

つ
く
。
個
人
会

員

産
経
新
聞
出

身
澤

英
武

横

田

滋

・
早

紀

江
夫

妻

北
朝

鮮
に
よ
る

…

。
丞

研
究
会
「北
朝
壁

⑫

拉
致
被
害
者

家

族
連

絡
会
代
表

司
会

腹

.墓

員

出
席

契

▼

「
家
族

の
絆
」

そ

し
て

「
祈
り
」

こ
れ
ま
で
に

11
人

の
ゲ

ス
ト
を
招

い
た

「北

朝
鮮
研
究

会

」

が

2
年

ぶ
り

に
再

開

さ

れ
た
。
新
装

と

ま

で
は
言
え
な

い
が
再

開

店
第

一
号

の
ゲ

ス
ト

に
は
や
は
り

、

こ

の
お

二
人
を
お

迎
え

し
た
か

っ
た
。

こ
の
口
、
横

田
夫

妻

は
J
R
新
橋

駅
か

ら

春

の
日
差

し

の
中

を

歩

い
て
こ

ら

れ

た
,
事
務
局
か

ら

の
車

の
巾
し
出
を
断

ら

れ
た

そ
う
だ
、、
拉

致

被
害
者

の
家
族
会

が

発
足

し
て
か
ら

す

で
に

8
年
.
青
森

、
山

梨
、
沖
縄
を
除

く
全

国
各

地
を
め
ぐ

み
さ

ん
ら

の
救
出
を
訴

え

て
行
脚
し
て
き

た
.、

滋

さ
ん
は

い

つ
も

の
、
聞
き
な
れ
た

や

や
早

口
の
口
調

で
め
ぐ

み
さ
ん
が
新

潟

の

自

宅

近
く

で

拉

致

さ

れ

て
以
降

の
動

き

を
、
ま
た
早
紀

江

さ

ん
は
、
曽
我
ひ
と

み

さ

ん
と
め
ぐ
み

さ

ん
と

の
会
話
の
内

容

な

ど
を
紹
介
し
な

が

ら
、
母
親
と
し

て
の
心

か
ら

の
叫
び
を

言

葉

に
し
て
訴
え
た
。

こ
の
研
究
会

の
2
日
前

に
は
、
め
ぐ

み

さ
ん
が
夫

と
さ
れ
る
人
物
と

「
死
亡
」
1

年

前
に
は

す

で
に
別
居
状
態

で
あ

っ
た
と

の
報
道

が

な
さ
れ
た
。

お
二
人

は
昨
年
8

月
に
上
京

し
た
蓮
池
さ
ん
夫
妻

か
ら
、
め

ぐ

み
さ
ん

に

つ
い
て
の
情
報

を

得

て
い
た

そ
う
で
、
夫

と
さ
れ
る
人
物

だ

け

で
は
な

く

、
め
ぐ

み
さ
ん
自
身
も
複

数

の
名
前
を

使

っ
て

い
た

可
能
性

が
あ

る

こ
と
が
、
こ

の
日
、
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

研
究
会

に
先

立

っ
て
、
滋
さ

ん
は

「家

族

の
絆
」
と

、
ま
た
、
早
紀
江

さ

ん
は

「祈

り

」
と

記
帳

を
し
た
。
政
府

間

の
交
渉
が

膠
着
状

態

に
陥

っ
た
か

に
み
え

る
状
況
を

う

け
て
、

こ

の
日
、
早
紀

江
さ

ん
は

「本

当

に
難

し

い
で
す
ね
」
と
何

度
も

口
に
し

た
.、
「
あ

ん

な

国
だ

か
ら
、

い

つ
信

じ
ら

れ

な

い

こ
と

が
起

き

る

か
も

し

れ

ま
せ

ん
。
風
邪

な
ど

ひ
い
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
」
。

そ
う
言

い
残

し

て
会
場
を
あ
と

に
し
た
早

紀
江
さ

ん
た
ち

の
祈
り

が
、

一
日
も
早
く

通
じ
る
こ
と

を
.願

っ
て
や
ま
な

い
。

テ
レ
ビ
朝

日
報
道
局
報
道

企
画
部
長

芋
原

【
善

〔8)
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オウム ・サ リン事件2:

「県
警

の
捜

査

は
間

違

い
な
く
第

一
通
報
者

に
向

い
て

い
た

一
「あ

の
時
点
で

オ
ウ

ム
の
関

与

を

見

抜

く

の

は

無

理
」

,

1
9
9
4

(平
成

6
 
年

に
起

き

た
松
本

サ
リ

ン
事
件

で
、
第

一
通
報
者

を
犯
人
扱

い
し
た
報
道
を
防

ぐ
す

べ
は
な

か

っ
た
か
,

こ

の
問
題
は
長
く
喉
に
さ
さ
り

、

答
え
を

見
出

せ
ず
に

い
た

、

1
年

7
カ
月

後
の
オ

ウ
ム

裁
判
、

7

つ
の
事
件

で
殺

人

な
ど

の
罪

に
問

わ
れ
た
オ

ウ

ム
真
理
教
幹
部

、
中
川
智

正

被
告

(当
時

)

の
第

3
回
公

判
が
東

京
地
裁

で
開
か
れ

、

松
本
サ
リ

ン
事

件
が
初
め

て

審
理
人
り
し

た
、

倹

察
側

の
冒
頭
陳

述

で
、

私

は
衝
撃
を
受

け
た

.
当
時
、
周
辺

の

レ

ン
タ
カ
ー
店

を
取
材

し
て
不
蕃
人
物

を
浮

か
び
上
が

ら
せ

る
取
材

は
し

て
い

な

か

っ
た
。
弁

護
十

.
家
失
踪
事
件
な

ど

の
絡
み
で
オ

ウ
ム

の
組

織
や
L
要
人

物

は

頭
に
は
入

れ

て

い
た

つ
も
り
だ

っ

た

.
も

し
レ
ン

タ
カ
i
店

を
回
り
、
「
中

川
」
「遠

藤
」
の
名
を
見

つ
け

て
い
た
ら
、

あ の と き

レ ン タ カ ー店 を …

レ井ロ 文彦

 

中

川
被

告

が
事

件
前

口
、
幹

部

の
遠
藤

誠

一
被
告

(同
)
と
レ
ン
タ
カ

ー
を
松
本

市
内
で
借
り
、長

野
地
裁
松
本
支

部
と
松
本
署
を

下
見
し
て
い
た

事
実
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
だ
、.

自
分

の
頭

の
中

で
は

ヒ
ッ
ト
し

た
可
能

性
が
大

き

い
。
発
生
ま

も
な

い
こ
ろ
に

「
前
H
に
オ

ウ

ム
幹
部

が
現

場
近

く
に

い
た
」

と

い
う

情
報

を

得

て
い
れ
ば
、

有
形
無

形

に
事

件

の
見
方
が
変

わ

っ
て

い
た
は
ず

だ
、.

事
件

取
材

の
基
本

・
地
取
り

の

一
項

目
、

レ

ン
タ
カ
i
店
回

り
を
怠

っ
た

理
由

は
、
自
分

の

中
に
あ

っ
た

「、第

、
通
報
者
が

い

つ
ホ

シ
に
な

る
か
」
と

の
先

入
観
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
.-

「
な
ぜ
骨

身

を
惜

し

ま

ず

基
本
を
尽

く

さ

な
か

っ
た

の
か

」
。

事

件
取
材

を

記
者

活
動

の
中

心

に
据

え
る
自
分

に
と

っ
て
、
松
本
サ

リ

ン
事

件

の
教
訓
は
「苫

い
」

な
ど
と

い
う
言

葉

で
は
表
現
で
き

な

い
ほ
ど
重
す

ぎ

る
。

産
経
新
聞

(
当
時
)
東
京
社
会
部
遊
軍

(現
在
)
大
阪
社
会
部
次
長

LittleBirdsイ ラ ク 戦 火 の 家族 た ち

既存 メデ ィアに

問いかけるもの

 

か
け

だ

し
の
こ
ろ
、

い
か

に
現

場
を

踏

む

こ
と
が
大
事

か
を
教
え

ら

れ
た

、

経
験
を
積
む

に

つ
れ
、

複

眼
思

考

や
定
点
観
測

が

「
真
実

の
報

道

」

に
迫
る
手

立

て

で
あ

る

こ
と

も

わ

か

っ
た
。

既
存

メ
デ
ィ
ア
の
幹
部

に
は
、

釈
迦

に

説

法
か
も
し
れ

な

い
.

で

は

、
自

衛

隊
派
遣
で
日
本

も
当
事

者
と

な

っ
た
イ
ラ
ク
戦
争

の
報
道

で

は
ど

う

か
、

自

社

の
記
者

や
カ

メ

ラ

マ
ン
が

い
ま

、

何

人
現
場
に
張
り

付

い
て

い
る

の

か
。
米
軍
や
暫
定

政
府
側

か

ら

で

は
な

い
、
普
通

の
イ

ラ
ク

の
人

々

の
暮
ら
し
や
声

は
伝
え

ら

れ

て

い
る

の
か
。
戦
争
前

と
後

で
、

な

に
が

ど

う
変
わ

っ
た

の
か
。

ビ

デ

オ
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

の
綿

井
健
陽

〔わ
た

い

・
た
け

は

る
〕
さ

ん
が
、

2
0
0

3
年

3
11

の
開
戦
前

と
後

に

ー
ワ
・3
時
間
取

材

し
た

映
像

は
、

こ
う

し
た
疑
問

に
対
す

る
答
え
を

1

0
2

分

に
わ
た

っ
て
展

開
す
る
.

璽

 

戦
前

の
バ
ク
ダ

ッ
ド

の
に
ぎ

わ

い
、
ミ
サ
イ
ル
が
直
撃

し
た
商
店

街

、
生
と

死
が
交

錯

す
る
あ
わ

た

だ
し

い
病
院

の
中
、
自

宅
の
空
爆

で

3
人

の
f
ど

も
を

失

っ
た
父
親

の
嘆
き

、
ク

ラ
ス
タ
ー
爆

弾

の
破
片

が

右

目

に
刺
さ
り
手
術

す

る
少
女

の
姿

な

ど
を

丹
念

に
描
く
。

懸

命

に
生
き

る

市

民

や
家

族

の
姿

や
、

「
お

前

ら

も

ブ

ッ

シ

ュ

の
仲

間

だ
!

」
「
戦
争

で
人

を

殺

す

た

め
に
、

生
ま

れ

て
き
た

の
で
は
な

い
」
と

い

っ

た
カ

メ

ラ
に
発
す

る
声
を

小
細
工
せ
ず

に
並

べ

て
、

こ
の
戦
争

の
現
実
と
意

味

を

考

え
さ
せ
る
。

テ
レ
ビ
放
送
は
半

世
紀

.
ラ
イ
プ
ド

ア
は

経
営

の
あ

り
方

で

【
石
を
投
じ
た

が
、

こ

の
映
画
は
既
存

メ

デ
ィ
ア
各

々

に
制
作

の
姿
勢

を
問

い
か

け

て
い
る
,

果

た
し

て
作

り

・
伝
え

や
す

い
も

の

で
は

な
く
、
視

聴
者

の
望

む
映
像
を

き

ち

ん
と
提
供

で
き
て
き
た

の
か
と
..

個

人
会
員

朝

日
新
聞

出
身武
藤

誠

19、
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70
年
代

の
香
港

-

中

国
を
望
遠

鏡
で

の
ぞ

い
た

日
々
1

突
然
香
港

に
赴
任

を
命
じ
ら
れ
た

の
は

1
9

7
6
年

の
夏
だ

っ
た
。

目
本
経
済
新

聞
社

に
と

っ
て
は
香

港
支
局

の
再
開
だ

つ

た
。

64
年

に
目
中
記

者
交
換
が
実
現
し

て

北
京

に
支

局
が
で
き

て
か
ら
数
年
た

っ
た

時
点
で
香
港
支
局
に
は
人
が

い
な
く
な
り
、

そ

の
ま
ま

に
な

っ
て

い
た
か
ら

で
あ
る
。

そ

の
年

の

9
月
、

『ウ

ォ
ー

ル
ス
ト

り

ー
ト

・ジ

ャ
ー
ナ

ル
』

の
ア
ジ

ア
版
、

『
エ

イ
ジ

ャ
ン

・
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ

ャ

ー

ナ

ル
』

(A

W
S

J
)

が
香
港

で
発

刊

に
な

っ
た
。
こ
の
発

行
会

社
ダ
ウ
ジ

ョ
ー

ン
ズ

・
ア
ジ
ア
社
は

米
国

の
ダ
ウ
ジ

ョ
ー

ン
ズ
社

が
株

の
過
半

数
を
所
有
し
て

い
た

が
、

ア
ジ

ア
の
有
力

紙
と
し

て
地
.兀
香

港

の

『サ

ウ
ス
チ
ャ
イ

ナ

・
モ
ー

ニ
ン
グ
ポ

ス
ト
』
、

マ
レ

ー
シ

ア

の

『
ニ
ュ
ー

ス
ト

レ
イ

ツ

・
タ
イ

ム
ズ
」
、

シ

ン
ガ
ポ
ー

ル

の

『
ス
ト

レ
イ

ツ

・
タ
イ

ム
ズ
』
、
そ

し

て
口
経

に
も
少

し
ず

つ
出
資
を
仰

い
だ

の

で
あ

る
。

「
モ
ー

ニ
ン

グ
ポ

ス
ト
」
ビ

ル
で

の
日
々

そ

ん
な
こ
と

も
あ
り
、
香
港

支
局

が
再

開

に
な

っ
た
わ

け
だ

っ
た

、
A
W

S
J
は

編
集

・
営
業

部

門
を
ふ
く

め

「
サ

ウ

ス
チ

ャ
イ
ナ

・
モ
ー

ニ
ン
グ
ポ

ス
ト
」
ビ

ル
の

中

に
あ
り
、
そ

の
A
W
S
J
の
編
集
局

の

中

に
置
か
れ
た

た

っ
た

一
つ
の
デ

ス
ク
が

日
経
支
局
だ

っ
た
.
香
港

に
駐
在

し

た
約

4
年
間
、
毎

日

A

W
S
J
の
連

中
と

.
緒

に
過
ご
し
、
同

紙

の
た
め
に
仕
事

を

し
た

わ
け

で
は
な
か

っ
た
が
、
ま

る
で
彼

ら
の

一
員

の
よ
う

に

遇

さ
れ
た
.、
ア
メ
リ

カ
人

だ
け

で
な
く

、

地

元
香
港
人
、

イ
ギ

リ
ス

人
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
な
ど

の
チ

ー
ム

だ

っ
た
.、
思

い
返

せ
ば
楽
し

い
日

々
だ

っ

た
。A
W
S
J
に

は
精
鋭
が
投

じ
ら

れ
、

パ

石
塚

雅
彦

ブ

リ

ッ
シ

ャ
ー

は
ピ

ー

タ
ー

・
カ
ー
ン

(バ

ン
グ

ラ
デ
シ

ュ
独
立

に

つ
な
が

っ
た
第

三

次

印

パ
戦
争

報
道

で
ピ

ュ
ー
リ

ッ
ツ
ァ
ー

賞

を
受

賞
し
た

ウ
ォ
ー

ル

ス
ト
リ
ー
ト

・

ジ

ャ
ー

ナ
ル
の

ア
ジ

ア
特

派

員
)
、
編
集

長
は

ノ
ー

マ
ン

・
パ
ー

ル

ス
タ
イ
ン

(同

元
東
京

支
局
長
)
と

い
う

布
陣
だ

っ
た
.、

カ
ー

ン
は
そ

の
後

ダ
ウ

ジ

ョ
ー

ン
ズ
社

の

会

長

に
な
り
、今

も
そ

の
ポ

ス
ト
に
あ

る
。

パ
ー

ル

ス
タ
イ

ン
は

ウ

ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー

ト

・
ジ

ャ
ー
ナ

ル
の
編

集

長

に
な
り
、
現

在

は

タ
イ

ム

・
ワ
ー
ナ

ー
社

の
編
集
屯
幹

で
あ

る
。

あ

の
当
時

、
今
と

は
比

較
に
な

ら
な

い

く

ら

い
、
香
港

は
チ

ャ
イ

ナ
ウ

ォ
ッ
チ

ン

グ

の
基

地
だ

っ
た
。
中

国

が
閉
ざ
さ
れ
た

世

界

で
あ
り

、
香
港
は

そ

の
窓

で
あ
る
だ

け

で
な
く
、
東

南

ア
ジ

ア
華
僑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
拠
点

で
も
あ

り

、
あ
ら

ゆ
る
情

報

の
宝
庫
だ
と

み
な
さ

れ

て

い
た
。
英
領

植
民
地
、
自

由
放

任
経
済
と

い
う

政
治
経

済
体
制
も
香
港

の
存
在
を
特
異
な

も

の
に

し
て

い
た
。

日
本

の
プ
レ
ス
(新

聞

6
社
、

通
信
社

2
社

、

N

H
K
)
も
中
国

専

門
家

が
多
か

っ
た

し

、
経
済
活
動

の
自

由

を
求

め
て
日
本

の
金

融
機

関
や
メ
ー
カ
!
も
多

数
進
出
し

て

い
た

。

ロ
ッ
キ
ー
ド
事

件

で

贈
賄

に
使
わ

れ
た

お
金
が
香
港
経
由

で
流

れ
た
と

い
う

こ
と

が
、
日
本

の
新

聞

の
紙

面
を

に
ぎ
わ

し
た

の
は
私
が
赴

任

す

る
少

し
前

の
こ
と

で
あ

る
。

私
は
中
国
専

門
家

で
は
な
く
、

む

し
ろ

香
港
を

ベ
ー

ス
に
東
南

ア
ジ

ア
を

カ

バ
ー

す
る
よ
う

に
言
わ

れ
て

い
た
か

ら
、

日
本

の
特
派
員
諸

氏
と

は
ち
ょ

っ
と
毛
色

の
変

わ

っ
た
存

在

だ

っ
た

、
77
年
、

「
心

と
心

の
関
係
」
を
う

た

っ
た
福
田
赴
夫
首

相

の

東
南

ア
ジ

ア
歴

訪

に
同
行
し
た

の
も

思

い

出

で
あ
る
。

落
馬
州

、

マ
ル

コ
ポ

ー
ロ
ク
ラ
ブ

と
は
吉
え

、
中

国
の
こ
と
に
触

れ
な

い

わ
け

に
は

い
か
な

か

っ
た
、

76
年

、
香
港

に
赴
任
し

て
間
も

な

い
9
月

に
毛

沢
東
が

死
去
、

10
月

に
は

い
わ
ゆ
る

4
人
組

の
逮

捕
と

い
う

重
大
事

件

が
続

い
た
。

や
が

て

郡
小
平
が
.小
死
鳥

の
よ
う
に
復

活
、

79
年

の
改

革

開
放

政

策

と

な

っ
て

い
く

の
だ

が
、
そ

の
度

に
香

港
は
大
き
く

揺
れ

な
が

ら
も
、
基

本
的

に
は
中
国
の
変

化
か

ら
利

llD>
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益
を

得

て

い
っ
た

の
で
あ

る
。

中
国

が
近
く

て
遠

い
存

在

だ

っ
た
こ
と

を
象

徴
す

る
の
が
、
落
馬

州

(
ロ
ク

マ
チ

ャ
ウ

)
と

い
う
国
境
付
近

の
小
高

い
丘

の

展
望
台

か
ら
望
遠
鏡

で
深
釧

河
越
し
に
広

東
省

の
青

い
遼

い
山
並

み
を

眺
め
る
こ
と

だ

っ
た
。
手
前
に
は
静

か
な

池
や
水
田
が

広

が

っ
て

い
た
。
今
は
香

港

を
し
の
ぐ

ほ

ど

の
高

層

ビ

ル
が

林

立

す

る
深
鯛
で
あ

り
、
香
港
と

の
境
界
は

一
口
何
卜
万
人
も

の
人

が
行
き
来
し

て

い
る
、.
落
馬
州
か
ら

の
当
時

の
眺

め
を
思

い
出
す

と
今

の
風
景

は
ま

る
で
蟹
気
楼

の
よ
う

で
あ
る
。

香
港

の
中
国
系
企
業

に
勤

め
る
人
で
大

陸
と

関
係

の
あ

る
人
た

ち

か
ら
は
、
新

聞

記
者

が
少

し
で
も
向

こ
う

の
情
報
を
得

よ

う

と
食
事

に
さ
そ

っ
た

り

し
て

い
た
。
中

国
旅
行
社

、
国
貨
公
司

(大

陸
系

の
百
貨

店

)
、

太

公
報
、
文
曜

報

と

い
っ
た
大
陸

系

の
新

聞
な
ど
だ
。

マ
ル

コ
ポ
ー
ロ
ク

ラ

ブ
と

い
う
集
ま
り
が
あ

り

、
パ
ー
シ
ー

・

チ

ェ
ン
と

い
う

カ
リ
ブ
系

の
華
僑

で
共
産

革

命

に
参

画
、
周
恩
来

か

ら
共
産
政
権

の

香

港

に
お
け
る
ス
ポ

ー

ク

ス

マ
ン
に
任
ぜ

ら
れ

た
と

い
う
人

が
主

宰

し

て
中
岡
関
係

の
話
を

し

て
い
た
。
英

語

で
や
る
の
で
、

高

級

ホ

テ
ル
で
開

か
れ
る

そ

の
会
は
外

国

人
ビ

ジ
ネ

ス
マ
ン
な
ど

で

い

っ
ぱ

い
だ

っ

た
。「
97
問
題
」

(返
還
問

題

)
は
ま
だ
遠

い

先

の

こ
と

の
よ
う

で
現

実

味

は
な
か

っ

た
。
㎎
年
だ

っ
た

か
、
当
時

の

マ
レ
ー

・

マ
ク

ロ
ー

ス
総

督

が
香

港
総
督
と

し

て
は

史
k
初
め

て
北

京

を
訪
問
し
た
.、
そ

の
直

前
に
同
総
督

に

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し

た

が
、

返
還
の
こ
と

に

は

一
切
触
れ
よ
う

と
し

な

か

っ
た
.
だ

が

や
は
り

97
問
題

の
地
な

ら

し

の

.
歩
だ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

マ
ク

ロ
ー

ス
総

督
は
温
厚

で
堅
実

な

長

身

の
外
交
官

で

、
香
港

の
民
衆

に
も
嫌

わ

れ

て
な
か

っ
た

。

歴
代

の
総
督

は
外

交
官

か
植
民
省

の
官

僚

で
、
例
外
な
く

ス

コ

ッ

ト

ラ
ン
ド
人

だ

っ
た
が
、
中
国

の
実
務

者

と
う
ま
く
呼

吸

を

合
わ
せ
な
が
ら
、
香
港

の
地
位
と
運

営

を

ス
ム
ー
ズ

に
維

持

し
て

い
た

の
で
あ

る

、

マ
ク
ロ
ー
ス
氏

の
後

任

の

エ
ド
ワ
ー

ド

・
ユ
ー
ド
総
督
も

中

国
専

門
家
外
交
官

だ

っ
た

し
、
同
総
督

が
急

死

し
た
後
を
継

い
だ

デ
イ
ビ

ッ
ド

・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
氏
も
中

国

の
経
験
が
長
く

、

マ
ク

ロ

ー
ス
総
督

の
政

治

顧
問
を
し
て

い
た

こ
と

が
あ
る
。
政
治

顧

問
時
代

の
彼
と

は
あ

る

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス

ト

の
自
宅
で
、
車

座

の
勉

強
会
で

一
緒

に

な

っ
た

こ
と
が
あ

る
。

そ

ん
な
こ
と
が

で
き

た

の
も
、
当
時

の
香

港

の
気
楽
な
雰

囲

気

だ

っ
た
。

し
か
し
、

返

還
が
近
づ
く
時
期

に
総
督

を
務
め
た

ウ

ィ

ル

ソ
ン
氏
が
中
国

に
対

し

て
弱
腰
で
、

譲

歩

し
過
ぎ
だ
と
英

国
本

国

で
批
判
が
高

ま

り
、
最
後

の
総
督

と

し
て

任
命
さ
れ
た

の

が
保
守
党
幹
事
長

も
務

め

た
こ
と
の
あ

る

生
粋

の
政
治
家

ク

リ

ス

・

パ

ッ
テ

ン
氏
だ

っ
た
。
英
国

が
官
僚
で
は

な
く

ア
ジ

ア
と

は
縁
も
薄

か

っ
た
政
治
家

を
総
督

に
任
命

し
た

こ
と
自

体
、
中
国
を

不
快

か

つ
不
安

に
さ
せ
た

.
果
た
せ
る
か

な
パ

ッ
テ

ン
総

督
は
民
主
化

政
策
を
強
行

し
、
中

国
と

の
関
係
は
返

還
を
直
前
に
し

て
最
悪

に
な

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。

「
レ
ビ

ュ
ー
」
誌

の
廃
刊

最
初

に
書

い
た
サ
ウ
ス
チ

ャ
イ
ナ

・
モ

ー

ニ
ン
グ
ポ

ス
ト
社
は
香

港
島

の
ノ
ー

ス

ポ
イ

ン
ト
よ
り

さ
ら
に
東

寄
り

の
ク
ウ

ォ

リ
ー

ベ
イ

の
糖
廠

〔ト

ン
チ

ョ
ン
〕
街
と

い
う

場
末

に
あ

っ
た
、一
あ

た
り

に
は
ゴ
ー

ダ

ウ

ン

(倉
庫

)
が
立
ち

並

び
、
ビ
ク
ト

リ

ア
湾

に
向
け

て
小
さ
な
ピ

ア
が
突
き
出

て

い
た
。

ポ

ス
ト
社

の
社

屋
も

ゴ
ー
ダ

ウ

ン
の
改

造

だ

っ
た

よ
う
だ

っ
た

。
海
を
隔

て
た
向

こ
う
側

は
旧
啓
徳

(カ
イ
タ
ク
)

空
港

の
滑
…走
路

の
突
端

で
、
離
着
陸
す
る

飛
行
機

が
手
に
と

る
よ
う

に
見
え
た
.
先

日
香
港

を

訪
れ

、
懐
か

し

の
ク
ウ
ォ
リ
ー

ベ
イ

に
行

っ
て
み
た
が
、

当
時

の
面
影
は

全
く

な

い
ほ
ど
近
代
的
な

高
層

ビ
ル
の
立

ち
並

ぶ
街

角

に
な

っ
て

い
た
。
渋
滞
ば
か

り
し

て

い
た
キ

ン
グ
ズ

・
ロ
ー
ド

(英
皇

道
)

も

拡
張
さ

れ
、
ド
に
は

地
下
鉄
が
走

っ
て

い
る
。

モ
ー

ニ
ン
グ
ポ

ス
ト
社
も
引

っ
越

し

て
今
は

な

い
。

当

た

り
前

の

こ
と
だ

が
香
港

は
変
わ

っ

た

.一
も
う

}
つ
の
象
徴
が
あ

る
。
昨

年

11

月

、
第

一
.次
世
界

大
戦
直
後

の
1
9

4
6

年

か
ら
香
港

で
出

さ
れ

て
い
た

『
フ
ァ
ー

イ

ー

ス
タ

ン

・
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク

・
レ
ビ

ユ

i
』

が
突
然
、

週
刊
誌
と
し
て
は
廃

刊

に

な

っ
た
。
私

が
香

港

に

い
た
頃
、
デ

レ
ク
・

デ
イ
ビ
ス
と

い
う

名
編
集
長

(同

氏
は
.兀

英

国
外
務
省

の
外

交
官

で
、
美

し

い
口
本

人

女

性

の
夫

人

は

ピ

ア

ニ
ス
ト

で
あ

っ

た

)
が

い
て
、

.
番
活
気

が
あ
り

人
気
も

あ

っ
た
の
だ
が

、
そ

の
後
、
ダ

ウ
ジ

ョ
ー

ン
ズ
社
が
買
収

し
、
す

っ
か
り

ア

メ
リ
カ

的

な
雑
誌

に
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
た
。

結
局
ダ
ウ
ジ

ョ
ー

ン
ズ
社
は
同

誌
を
も

て
あ
ま
し
、
廃

刊

に
し

て
し
ま

っ
た

の
で

あ

る
。
月
刊
誌
と

し

て
存
続
し

て

い
る
が
、

か

つ
て
の
面
影

は
な

い
。

フ
ァ
ー

イ

ー
ス

ト

(極
東
)
と

い
う
、..百
葉
自
体
最

近
は
あ

ま

り
使
わ
れ
な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た

が
、

「
レ
ビ

ユ
ー
」

誌

は

か

つ
て
の
香

港

の
顔

の

.
つ
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
う
。

私

は
同

誌

廃
刊
の

ニ
ュ
ー

ス
を
さ
び
し

い
思

い
で

聞

い
た
。

い
し

つ
か

・
ま

さ

ひ

こ

1

9
6

3
年

日
本
経

済
新

聞

社

入
社

香

港

支

局

長

英
文

日
経
編

集

長

論

説
委

員

な

ど

を

歴

任

2

0
0

0
1

0

4
年

財

団

法

人

フ

オ
ー
リ

ン

・
プ

レ

ス
セ

ン
タ
ー

専

務

理
事

主
な

訳
者

に

マ
ー

ガ

レ

ッ
ト

・
サ

ッ
チ

ャ

ー

『
サ

ッ
チ

ャ

ー

回

顧

録
」

ア

マ

ル

テ

ィ

ア

・
セ

ン

『自

由

と
経

済

開

発

』

ロ

バ

ー
ト

・
ラ
イ

シ

ュ

「
ア
メ
リ

カ

は

正

気

を
取

り
戻

せ
る

か

」

な
ど

ql}
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ゴ

ー
ル
見
え
な

い
マ
ラ
ソ
ン
取
材

 
 
 

 
ミ

(
読
売
新
聞
経
済
部

兜

ク

ラ

ブ
)

「
ニ
ッ
ポ

ン
放

送

の
発
行
済

み
株

式

35

%
を
取
得
し
ま
し

た
」

ラ
イ
ブ
ド

ア
の
堀
江
貴
文

社
長
が

2
月

8
日

に
緊
急
会

見

し

て
発
表

し
た

の
が

、

す

べ
て
の
始
ま
り

だ

っ
た
。

ラ
イ
ブ
ド

ア

の
狙

い
は
、

ニ

ッ
ポ

ン
放
送

の
経
営
権

を

握
り

、
フ
ジ

テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
と
も

連
携

す

る

こ
と
だ
が
、

フ
ジ

テ
レ
ビ
は
こ
れ

に
徹

底

抗
戦
を
続
け
、

3
月
末
時
点

で
な
お

決

着

を
見

て
い
な

い
.
事

態
は
目
ま

ぐ

る
し

く
展

開
し
、
私
た

ち
兜
ク

ラ
ブ

(証
券

担

当

〉

の
記
者
た
ち

は
、
ゴ
ー

ル
の
見
え

な

い

マ
ラ
ソ
ン
競
技

を

走
り
続

け
て

い
る
よ

う

な
感
覚
に
襲

わ

れ

て

い
る
。

口
■
“
ウ
ワ
サ
”
的

中

予
兆
は
あ

っ
た

。

1
月
に

フ
ジ

テ
レ
ビ
が

ニ
ッ
ポ

ン
放

送

株

の
公
開
買

い
付

け

(T
O
B
)
を
宣

言

し
た

ほ
か
、
大
和

証
券

S
M
B
C
が

フ
ジ

サ

ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ

元
議
長

の
鹿
内

宏

明

氏

ら
か
ら
株
式
を

取
得
す

る
な
ど

、
同

グ

ル
ー
プ
が
悲
願
と

し
て
き
た

ニ
ッ
ポ

ン
放

送

の
子
会
社
化

に
向
け
動

き
出
す

の
と
前

後

し

て
、
株
式

市
場

の
関
係
者

の
問
で
こ

ん
な
噂
が
出

回

っ
て

い
た
か

ら
だ
。

「
昨
年

、
球

団
買

収

を

試

み
た
堀
江
社

長

が
、
今
度

は

マ
ス

コ
ミ

の
買
収
を
検
討

し
て

い
る
ら
し

い
」

噂
は
的
中

し
た
。
そ

の
後

は
、
ド
ラ

マ

を

観

て

い
る
よ
う
な
劇
的

な
展
開
だ
。

口
■
目
ま
ぐ

る
し

い
展

開

ラ
イ
ブ
ド

ア

の
買
収
攻

勢
を
防
ぐ
た
め

ニ
ッ
ポ

ン
放
送

が
同
社
株

を

フ
ジ
テ
レ
ビ

に
与
え

る
権
利

(新
株

予
約
権

)
を
発
行

す

る
と
決
定

(
2
月

23
日
)
す

る
と
、
ラ

イ

ブ
ド

ア
は
す

か
さ
ず
東

京
地
裁

に
そ
の

発

行
を
差
し
止

め
る
よ
う

仮
処
分
を
申
請

(24
口
)
。

こ

の
新
株

予
約
権

発
行

の
是
非
を
巡
る

司
法

判
断
が
ど

う
出
る

か
ー

。
第

一
ラ

ウ
ン
ド
は
法
廷

闘
争

を
軸

に
進
ん
だ
。
結

局

、
高

裁
ま

で
争

わ
れ
た

が
、

3
度

の
司

法
判
断

は

い
ず

れ
も

ラ
イ

ブ
ド

ア
側
の
主

張
を
認

め
、
発

行

の
差

し
止

め
を
命
じ
た
。

目
が

回
る

よ

う

な
事

態

の
展

開

の
中

で
、
聞
き
慣

れ

な

い
企
業
の
合
併

・
買

収

(
M
&
A
)

や

仮

処
分

の
手
続
き

な

ど

に

関
す
る
専
門

用

語

を
勉
強
し
な

が
ら
、

記

者
会
見
場
所

の

ホ

テ
ル
や
裁
判
所

を
飛

び

回
る
日

々
が
続

く

。

フ
ジ
テ
レ
ビ

が

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
株

の
公

開
買

い
付
け

(
T

O
B
)
に
成
功

(
3
月

7
日
)
し
た

の

に
続
き
,
同
社

の
買
収

防

衛
策
と
し

て
、

今
年

度

の
年
間
配
当

の
大

幅
な
増
配
を
決

定

(
15
日
)。

ラ
イ
ブ
ド

ア

が

”本
丸
”
の
フ
ジ

テ
レ

ビ
本
体

の
株
式

取

得
を
検
討
し

て

い
る

こ

と

が
判

明
す

る

と

(同

)
、

フ
ジ

テ
レ

ビ

は
新
株
発
行
登

録

を
新
た
な
買
収

防
衛

策

と
し
て
発
表

(
22
日
)
す
る
な
ど

、
攻

め

て
守

っ
て
の

ニ

ッ
ポ

ン
放
送

の
経

営
権
争

奪
戦
の
形
勢

は

、

双
方
と
も

一
進

一
退

の

繰
り
返
し
だ
。

現
在
進
行
形

の
第

.
一
ラ
ウ
ン
ド
は
、

何

と
か
短
期
決
戦

に
持
ち
込
み
た

い
ラ
イ

ブ

ド

ア
と
、
長
期

戦

も
辞
さ
な

い
構

え

の
フ

ジ

テ
レ
ビ

に
よ

る

虚

々
実
々
の
駆

け
引

き

が
繰
り
広
げ

ら

れ

て

い
る
。

口
■
個
性

派

/
劇

場
化

登
場
人
物

も

個
性

派
ぞ
ろ

い
だ

。

企
業
社
会

の

既
成

概
念
を
覆
す

か

の
よ

う

な
ラ
イ
ブ
ド

ア

の
堀
江
社
長
、

そ
れ
を

跳
ね
返
す
気

迫

の
持

ち
主
、

フ
ジ

テ

レ
ビ

の
日
枝
久
会

長

..
両
手

で
バ

ッ
テ

ン
印
を

作

っ
た

の
が
印
象
的
な

ニ
ッ
ポ

ン
放
送

の

亀
渕

昭
信
社

長
。
ラ
イ
ブ

ド

ア
に
強

い
警

戒
感

を

抱

か
せ
た
S
B
I

の
北
尾
吉
孝
C

E
O

や
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
孫
正
義
社
長
。

ラ
イ

ブ
ド

ア
に
資
金
を
手
当

て
し

た
米
系

投
資

銀

行

の
リ
ー

マ
ン

・
ブ

ラ
ザ

ー
ズ
証

券
や

、

ニ

ッ
ポ

ン
放
送
株

を
保
有
す
る
投

資
顧

問
会
社

(村
L

フ

ァ
ン
ド
)
を
率

い

る
村

上
世
彰

氏
。

こ
う

し

た
入

々
が
、
真
剣

勝
負

の
頭
脳

戦
を
繰

り
返

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

頭
を

悩
ま

す

の
が
、
難

関
な
経
済
用
語

の
説
明

だ

。
「
T
O
B

っ
て
な

に
?
」
「
新

株
予
約

権
と

は
?
」

紙
面

の
大

き
な
部
分
を
割

い
て
こ
う
し

た
制
度

な
ど

に
関
す
る
詳

し

い
説
明
に
努

め
た

ほ
か

、
企
業
側

の
敵
対

的
な

M
&
A

攻
勢

に
対
す

る
防
衛
策
を

具
体
的
な
事
例

も
交

え

て
紹

介
す
る
な
ど

、
分
か
り
や
す

く
解
説

す

る
努
力

が
必
要

だ
。

97
年

に
兜

ク
ラ
ブ

で
山

一
証
券

の
破
た

ん
を
取

材

し
た
時
は
、
金
融

シ

ス
テ
ム
不

安
か

ら
日
本

経
済
が
奈
落

の
底

に
転
落
す

る
よ
う

な
恐

怖
を
感
じ
た

が
、
今

回
の
騒

動
は

、
ど

こ
か
明
る
く
、
劇

場
化

の
印
象

が
強

い
。

日
本
の
企
業
史

に
残

る
勝
負

の

行
方

は
ま
だ

分
か
ら
な

い
。

や
ま
も
と

・
ま
さ
み

1
9
9
1
年
入
社

97

年
か
ら
経
済
部

兜

日
銀
担
当
な
ど
を
経
て

2
0
0
4
年
か
ら
兜
ク
ラ
ブ

(12)



2005.4.10No.422

マラッカ海賊

㎜
人
以
上

の
日
本

メ
デ

ィ

ア

 
 

 

 

 

(
東
京
新
聞

・
中

日
新
聞

バ

ン

コ

ク

特

,派

員

)

マ
ラ
ッ
カ
海
峡

で
起
き
た

H
本
船

タ

グ

ボ
ー
ト
三
吊
駄
天

(
い
だ
て
ん
)
」襲
撃
・事

件

は
、
次

の
展
開

が
読

み
づ
ら

い
中

で

の
取

材
だ

っ
た
。
3
月

14
H

の
発
生

か
ら
、拉

致

さ

れ
た

3
人

の
救

出

・帰
国
ま

で

の
1
週

間
余

、海
賊

の
正

体
は
」
「拉
致
さ

れ
た

3

人

の
安
.否
は
」
「解

放

場
所
は
」

…
..現

場

に
投

入
さ
れ

た
、
現
地

ス
タ

ッ
フ
を
含

め

た

1
0
0
入
以
ト

の
日
本

メ
デ
ィ
ア
が
駆

け
回

っ
た
舞

ム
ロ
裏

の

,
端
を
ま
と

め
た

、一

■
口
取
材
地
は

国
境
を
越
え

ー
週
間
ほ
ど
な

の
に
、
取
材
対
象

の
国

は
、
転

々
と
し
た

、

「H
本

一
船

が

「
マ
レ
ー
シ

ア
」
領

海

内

で
襲
わ
れ
、
拉

致
さ
れ
た
の
は
日
本
人

2
人

の
ほ
か
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
」
人
も

1
人
、

海
賊

は
3
人
を

「
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
」

に
連

れ
去

っ
た
と
み
ら

れ
た
が
、
保
護

さ
れ
た

の
は

「
タ
イ
」
南

部
.
無
事

だ

っ
た
他

の

乗
組
員
も

「
シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
」
か
ら
帰
国

の
途

に
就
き
、
解

放
さ
れ
た
船
長

ら

2
人

と
経
由
地

の

「韓

国
」
仁
川
空
港

で
喜

び

の
再

会
を

果
た

し
た

と

計

7
力
国

に
及

ん
だ
。
こ
の
ご
時

世
..
記
者

に
余
裕

の
あ
る
新

聞

・
テ
レ
ビ
な
ど
な
く
、

各
社
と
も
人

の

や
り

く
り

に
大

わ
ら
わ
と

な

っ
た
、

■
口
解

放
場

所

は
?

最
大

の
焦
点

は
、

3
人

の
解
放
場
所
が

ど

こ
に
な

る
か

の
見
極

め
だ

っ
た
、

船

会
社

「
近
藤
海
事
」

の
近
藤
観
司
社

長
が
滞
在

し
、
多
く

の
社

の
取
材
拠
点

だ

っ
た

マ
レ
ー
シ

ア
北
西
部

ペ
ナ
ン
の
記
者

た
ち

の
見
方

は

、
解
放
場

所

は
海
賊
た
ち

の
本
拠
地

と
み

ら
れ
て

い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・北

ス

マ
ト

ラ
だ

っ
た

。

「
1
番
乗
り
」

を
目
指

し
、
中
心
都
市

メ
ダ

ン
に
先
乗
り

し
た
新
聞

・
テ
レ
ビ
も

、

4
社

以
上
あ

っ

た
ら
し

い
.

他
社

の
動
き

に
焦
り
を

覚
え

、
東
京

の

外
報
部

長
に
電
話

し
た

ら

「
北
ス

マ
ト

ラ

で
解
放

さ
れ

る
根
拠
は
何

?
」
と
冷
静

に

聞
き
返

さ
れ
た

,
確

か

に

「
メ
ダ

ン
説
」

に
は
確

た

る
根

拠

が
な

か

っ
た
、.
「う

わ

解 放 され ペ ナ ン 島 の ホ テ ル に 到 着 し た3人 は

報 三直1庫1こ もみ く ら や:こ 〔3.2D=筆 音揃…景三

 

さ

一
と

「情

報

一
を
区
別
す
る
取

材

の
鉄

則
を
改
め

て
思

い
知

っ
た
、

結
局
は
、

ペ

ナ

ン
か
ら
約

1
5

0
キ

ロ

北

の
タ
イ
南

部

サ

ト

ゥ
ー
ン
県
。

未
明
、

3
人
を
迎
え

に

行

く
近
藤
社
長

の
」甲
を
急

き

ょ
、
多
く

の
.記
者

・
カ
メ
ラ

マ
ン
が
車

で
追

っ
か
け

た

.

■
コ
影
の

立

て

役
者

先
行
き
が

不

透

明
な
事
件

の
わ

り

に
、

取
材
現
場
が

混

乱

に
陥
ら
な
か

っ
た
立

て

役
者
は
、
近

藤

海
事

の
ス
ポ
ー

ク

ス

マ
ン

を
引
き
受
け

た

北

九
州
市

の
海
事

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
山

本

徳

行
氏

(71
)
だ

。
在

ペ

ナ
ン
の
日
本

総

領
事

館
も

「拉
致

さ

れ
た

3
人

の
安
全

」

や

ら

「
プ
ラ
イ

バ

シ
ー
」

が
理
由
だ

ろ
う

が
、

ほ
と
ん
ど
情

報
を
出

し
て
く

れ
な
か

っ
た
。

山
本

氏
は
午
前

9
時
と
午
後

5
時

の
毎

日
2

回
ブ

リ
ー

フ
ィ

ン
グ
、

20
H
朝
、

山

本

氏

は

「緊
急

の
場
合
、
深
夜

で
も

30
分

以
内

に
記
者
会
見

を
開
く
連

絡
が
行
き

届

く

よ
う

報
道
各
社

の
連
絡
網

を
す
ぐ

に
作

っ
て

ほ
し

い
」
と
要
請

し

た
。

、
海

賊

か

ら
の
接

触

は

な

い
」
と

表

面

ヒ
は
否

定
し

て
も

、
水
.面
ド

の
交
渉
が

始

ま

っ
て

い
る
こ
と
は

.常
識

”
だ

っ
た
だ

け

に
、
各

記
者

に
は

「
解
放

が
近

い
」
と

の

合

図

に
な

っ
た

実
際

に
保

護
さ
れ
た

の

は
、

そ

の
日
深
夜

だ

っ
た

.
山
本
氏
は

海

ヒ
保
安

部

O
B
「.
現
役
時
代

、
報
道
担

当

の
経
験

も
あ

っ
た
そ
う
だ

.

■
「

温
度
差

日

本

の

マ
ス

コ
ミ

の
過

熱
と

は
裏

腹

に
、
現

地

マ
レ
ー
シ

ア
や
イ

ン
ド
ネ

シ

ア

で
は

、
そ

れ
ほ
ど
大

ニ
ュ
ー

ス
で
は
な

か

っ
た

。
な

に
せ
、

マ
ラ

ッ
カ
海
峡
で

の
海

賊
事

件

は
昨
年
だ
け

で
も

45
件
も
あ

る
か

ら
だ

ろ
う
,

外

国

の
通
信
社
も
、
あ

っ
さ
り
し
た

報

道

..
今

回
の
襲
撃

で
、

目
本
政
府
に
は
危

機

意
識

が
高
ま

っ
た
が

、
地
元
や
欧
米

な

ど
主
要

国
を
動
か
す
ま

で

に
国
際
世
論

が

至
り

そ
う

に
な

い
こ
と

が
残
念
だ
,

や
ま
だ

・
つ
た
お

」
9
8
5
年
入
社

名
古

屋
社
会
部

整
理
部
を
経
て

2
0
0
2
年
か

ら
バ
ン
コ
ク
支
局

{13)
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西武王国の 「生家」

県内の雇用にも

影響か

レ鮎川 耕史
(毎日新聞社 会部)

 

西
武
鉄
道
株
を

め
ぐ
る

証
券
取
引
法
違

反
事
件

で
、
西
武
グ

ル
ー
プ

に
君
臨
し

て

い
た
堤
義

明

・
コ
ク
ド
前
会
長

が
東
京
地

検
特
捜
部

に
逮
捕

、
起

訴

さ
れ
た
.
グ
ル

ー
プ
を
創
業

し
た
故

・
堤
康
次
郎
氏
は
滋

賀
県
出
身

.
取
材

班
は
、
西
武

の
ル
ー

ツ

に
関
わ

る
地
域
と

し
て
滋
賀

に
焦
点
を
当

て
、
康
次
郎

氏

の
故
郷
な
ど
を
取
材
し
た
,

大
津
市

の
琵

琶
湖
畔

に
は
義
明
氏
が

1

9
8
9
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
津
プ
リ

ン

ス
ホ

テ
ル
が
そ
び
え

る
.、
武
村
正
義
知
事

(当

時

)
ら

地

元

の
要
請

を
受

け
、
義

明

氏
が

つ
く

っ
た
.
「赤

坂

プ

リ

ン
ス
と

同

じ
高

さ
に
し

て

ほ
し

い
」
と

の
武
村
氏

の
求

め
に
、
義
明

氏

は

「そ
う
し

ま

し

ょ
う
」

と
即
答
し
た
、

と

い
う

エ
ピ

ソ
ー
ド
も
あ

る
,

県
内

に
は
、

ほ
か

に
も
西

武
系

の
ス
キ

ー
場

や

ホ
テ
ル

が
あ

る
。
康
次

郎

氏

が
生
前

に
買

っ
た

上

地

を

利

用

し

て
、
事
業
を
起

こ
し
た
と

こ

ろ
が
多
く
、
地

元

の
人

が
雇

用
さ
れ

て

い
る
。

西
武
グ
ル
ー

プ
経

営
改
革
委
員
会

は
京

都

、
横
浜

の
プ

リ

ン
ス
ホ
テ
ル
な
ど

施
設

の
売
却

・
撤

退

を
検

討
し

て
い
る
と

さ
れ

る
。
県
内

の
事

業

に

つ
い
て
は
現
在

の
と

こ
ろ
リ
ス
ト

ラ
な

ど
は
浮
L
し
て

い
な

い

が
、

グ
ル
ー
プ

再
編

の
作
業
は
緒

に

つ

い

た
ば
か
り
。
そ

の
推

移

に
よ

っ
て
は

将
来
、

県
内

の
雇
用

に
影
響

が
出
る
可
能
性

も
あ

り

、
西
武

の

「改
革

」

で
打
撃
を
受

け

て

い
る
地
域
を

「他

人
事

に
は
み
え
な

い
」

{滋
賀
県
議

)

と

い
う

。

あ
る
滋
賀
県

議

に
よ

る
と
、
中
学

時
代

の
修
学
旅
行

は

豊
島

園
と
国
会
だ

っ
た
と

い
う

。
「
衆

院

議

員

の
康
次
郎

さ

ん

の
紹

介

と

い
う
触

れ

込

み

で
議
場
を
見
せ

て
も

ら

っ
た
.
康
次

郎
さ

ん
は
、

一
代

で
富

と

名

誉
を
築

い
た

郷
土

の
偉
人
と
し

て
教

え

琵琶湖 畔にそ びえたつ38階 建 ての大津 プ リンス

ホ テル 設菖1『は先 目死去 した丹下健 一…氏

 

ら
れ
た
」

と
話
す
。

大
津
市

の
歴
史
博
物
館

前

に
は
康
次
郎

氏

の
銅

像

が
建

つ
。
「名

誉
市

民

」
と
し

て
顕
彰
し

た
も

の
だ
と

い
う

.
秦
荘
町
に

は
康
次
郎

氏

の
生
家

が
あ

る

.
屋
敷
は
事

業

で
成
功

し
た
康
次
郎
氏

が
東
京

か
ら
移

築
し
た
も

の
だ

が
、
幼
少

時

に
父
を
亡
く

し
、
母
と

生
き

別
れ
た
康

次
郎

氏
は
、
こ

こ
で
祖
父

母

に
育

て
ら

れ
た
と

い
う
。

生
家

の
中
に

は
、
康
次

郎
氏

の
小
学
校

時
代

の
成

績

表

や
絵

が

展

示

さ
れ

て

い

る
。
住
む

人

の
な

い
こ
の
家

の
管

理
は
、

長
年

、
地

.兀
の
系
列
会
社

「
近

江
鉄
道
」

が
管

理
人

を
雇

っ
て
維
持

し

て

い
た
が
、

昨
年

秋

に
義

明
氏
が
グ

ル
ー
プ

の
役
職
を

辞
任

し
た

の
を
機

に
解
雇

し
た
,

近

江
鉄
道

は
康
次
郎
氏

に
よ

っ
て
買
収

さ
れ
、
西
武

の
系
列
会

社

の
ひ
と

つ
に
な

っ
た

。
康
次
郎

氏

の
没
後

、
生
家
は
義
明

氏
の
所

有

に
な
り
、
表

札
も

「堤
義
明
」

に
な

っ
た
。
近

江

鉄
道
が

い
つ
か
ら
管

理

人
を
雇

っ
て

い
た

の
か
は
は

つ
き

り

し
な

い
.
し
か
し
義

明

氏

の
個
人
資
産

の
維
持

と
管
理
に
、
社

の
経
費
で
人
を
雇
う

こ
と

へ
の
疑
問
は
社

内

で
く
す
ぶ

っ
て

い
た
と

い
う
。

経
営
感
覚
と

は
無
縁

の
、
創
業
家

へ
の

便
宜
供
与

、.

一
連

の
西
武
事
件
報

道

は
、

グ
ル
ー
プ
企
業

と
創

業
家

の
前
近

代
的

な

関
係
を
浮
き
彫

り

に
し
た
.
康
次

郎
氏

の

生
家
を
め
ぐ

っ
て
長
年
続

い
て
き

た

「公

私
混

同
」

〔近

江
鉄

道

幹
部
)
も

、

そ

の

象
徴
だ

っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

(あ
ゆ
か
わ

・
こ
う

し
)

滋 賀 県 メ モ

人lll37万7073人{2月ili現 在)

t比ぜ行数48万.13961比 窄}1;q`rlセ

而 積4017,F方 キ ロ メー トル

日本 列 島の 中 央 に位 置 す る 東西 交 通 の 要所 近 年は 、

将 来性 の あ る地 域 と して 存 在 感 を ア ピ ー ル して い る

県 の ホ ー ムペ ー ジ に よる と、た とえ ば 人rl増 加 率 はα50

%で 全 国4位.年 少 人lI割 合ll5歳 未 満 の 総 人IIに 占め

る 割 台 〕はi5.7%で 全 国2位.県 内 総 生 産 に 【㌧め る 第2

次 睦 業 の 割 合 は46.8%で 全 国1位:.1人 当た り県 民 所

得 は3,156,㎜ 円で 全 国3位 … な ど.「将 来 推 計 入 口 で 、

平 成42年 まで 入 日 が増 加 す る 全 国 で 唯.一の 堅 一とい う

指 標 もあ る。県1二総 面積 に 対す る 自然 公園 面積 の割 合

が37.3%で 全 国1位 一 これ もrl慢 の ひ とつ.

1141
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ア
メ
リ
カ
の
内
な
る
文
化
戦
争
1

な
ぜ
ブ

ッ
シ

ュ
は
再
選
さ

れ
た
か

近
藤

健

〔毎
日
新
聞
出
身
)

文
化
戦
争

っ
て
な
に
?
と

思
わ

れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
本
書
を

読
ん
で
く

だ
さ

い
.
ブ

ッ
シ

ュ
再
選

の
背

景

に
は
、
文
化
戦
争

に

よ

っ
て
分
断

さ
れ
た

2
つ
の
ア
メ
リ
カ
が

あ
る
..
20
世
紀
後

半

の
ア
メ

リ
カ
政
治
は

共
和
党
が

い
か
に

し
て
民
主
党
多
.数

の
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
体
制
を
崩
す

か

の
過
程

で

あ

っ
た

、
そ

れ
は
宗
教
右
翼
を
核

と
し
た

文
化
戦
争
を

仕
掛

け
る
こ
と

に
よ

っ
て
婁

現
し
た
.
イ

ラ
ク
戦
争
も
内
な

る
文
化
戦

争

を
反
映

し

て

い
る
.
こ
う

い
う

切
り

口

で
現
代

ア
メ
リ

カ
政
治

の
趨
勢

を
語

っ
た

も

の
は
ま

だ
な

い
の
で
は
、
と

い
う

の
が

筆
者

の
思

い
で
あ

る
.、

〔口
本

・評
論
社

2

3
1
0
円
)

現
代
ロ
シ
ア
政
治
を
動
か
す

50
人

マ
イ

B
O

O
K

マ
イ

P
R

(武
力

省

庁
有

力

者

)

が
中
心
,

チ

ェ
チ

ェ
ン
関
係
者
も

挙

げ
た
,

与
党

「統

一
ロ

シ

ア
」

の
支
配

す

る
翼
賛

議
会
の
中

で
弱

体
化

し
た
野
党

の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
は
意

図

的

に
割
愛
し
た
。

限
ら

れ
た
紙
数

で
ま

と

め
た

現
代

ロ
シ

ア
人
名

録

で
あ
る
と

同
時

に
、
プ
ー
チ

ン
政

策

の

一
端
を
う

か
が

い

知

る
資
料
と
し

て
活

用
し

て
い
た
だ

く

こ

と
を

願

っ
て
執
筆

し

た
.

(
ユ
ー

ラ
シ

ア

・
ブ

ッ
ク
レ

ツ
ト

6
3
0
円

)

川
柳

、
も
の
申

す

!

大

伴

閑

人

百

比
野
和
幸
)

〔朝
日
新
聞
出
身
}

年
寄
り

は

お
と

な
し
く
隠
居
し
と

れ
ば

い
い
も

の
を

。
川
柳

が
こ
ん
な
物

騒

な
も

の
と
は
知

ら
な

ん
だ

,政
府
当
局

◇

ー

句
会
で
仲
間
褒
め
し
て
れ
ば
無
事

な

の
に

.

あ
る
宗
匠

◇

ー

売
れ
な

い
本
な
ん
か
出
し
て
ど
う

す

る

の

ッ
。

i

女
房

(
岩
波
書
店

1
8
9
0
円

)

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
お
遍
路
の
旅

増

山

栄

太

郎

〔時
事
通
信
出
身
ゴ

通
信
社

の
政

治
記
者
と
し

て
仕

事

に
忙

殺
さ
れ
な

が
ら

、
長
年
胸

に
秘

め
た

シ
ル

ク
ロ
ー
ド

へ
の

思

い
を
実
現
す

べ
く
定
年

を
転
機

に
同
地

へ
の
旅
を
始

め
た
.

そ
し

て
昨
年

10
月
、

西
安

〔昔

の
長

安
)

か
ら

ロ
ー

マ
ま

で
全

行

程
を
9
年

が
か
り

で
踏

破
し
た
。

四
国

巡
礼

の
お
遍
路

の
旅

の
よ

う

に

.
本

の
道

を

ひ
た
す
ら
に
行
く

.
そ

の
間
、
荒
漠
と

し
た

タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠

、

5
0
0
0
メ
ー

ト

ル
の
パ
ミ
ー

ル
高

原

の

峠
越
え
な
ど

、

印
象
深

い
旅

の
思

い
出
を

綴

っ
た

の
が
本

書

で
あ
る
。

(出
窓
社

1
4

7
0
円
)

中

澤

孝
之

(時
事
通
信
出
身
〕

プ

ー
チ

ン
政
権

の
下
で

ロ
シ
ア
政
治
を

動
か
す
群
像
を
素

描
し
た
。

サ

ン
ク
ト
派

〔大
統

領

の
出
身

地
サ

ン
ク
ト

ペ

テ
ル
ブ

ル
ク
に
縁

の
あ

る
政
治
家

)
と

シ

ロ
ビ

キ

○
囲
碁
の
会

●

3
月

26
日

(
土
)
.
参
加

26
人
..優
秀
賞

一

石
橋
俊
彦
、

江

口
浩
、
宮
沢
昭

二
郎
、
口

比
野
和
幸

、
荒

片
忠
男
。

2
0
0
4
年

度

の
勝
率
ベ

ス
ト

テ
ン

①
荒
井
忠

男

〔■。。爵

)
②
渡
部
行

(・ざ
。。
)

③
畠
山
武

(6
0cN
)
[④
堀
川
敏
雄

(6
①
刈
)

⑤
有
賀
忍

(6
α
ら

⑥

後
藤
光

祥

(■2
9

⑦
江

口
浩

(層8

0
)
⑧

西
崎
哲

郎

、
三

ツ

野
充
蔵

、
佐
伯

安

彦

(髄0
8
)
。

万博 ・上海報道代表団

邸小 平副 首相 の揮 ご う と ・緒 に記念 撮影

す る一 行1:ク ラブ ”i賓'室.3'29:

 

2

0

1
0
年

の
上
海

万
博

に
向
け

て
、

解
放

日
報

や
上
海

ラ
ジ
オ

な
ど
ヒ
海

の
メ

デ
ィ

ア
代
表
団

(
7
社

7
人
)
が
、
愛

知

万

博
を

3
日
間
取
材

し
た

あ
と
、
ク

ラ
ブ

を

訪

れ
ま
し
た

.
万
博

の
感
想
は

「
日
本

人

の
皆

さ
ん
が
整
然

と
列

を

つ
く

っ
て
待

っ
て

い
る

の
に
ビ

ッ
ク

リ
。
バ
リ

ア

フ
リ

ー
は

充
実
し
て

い
る
け
ど

、
外
国
語
案
内

が
少

な

い
の
が
難
点

で
す

ネ
」
と
。

▼

「
戦
後

60
年

写

真
が

伝
え
た
戦
争

」

新

聞

博
物
館
で
開
催

中

共
同
通
信
社

と

の
共

催

で
、
H
中
戦
争

、
太
平
洋
戦
争

、

朝

鮮

戦
争
を
伝

え
る

2

⑪
0
点
が
展
示

さ

れ

て

い
ま
す
。
同
社

が

N
Y
デ
ー
リ
ー

・

ニ

ュ
ー
ズ
社
か
ら
人
手

し
た
約
2
万

9
0

0

0
点

に
の
ほ
る
戦
争

報
道
写
真

コ
レ

ク

シ

ョ
ン
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も

の
で
す
。

(
6
月

26
日
ま

で

11
日
本
新

聞
博
物

館

廻

0

4
5
1

6
6

1
1

2
0
4
0
)

ll51
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第

65

回

総

会

(
3
月
31
日

宴
会
場

)

2005年 度 予 算 自2005年4月1日

至2006年3月31日

日
本

記
者

ク

ラ
ブ
第

65
回
総
会

(
2
0
0

4
年

度
臨
時
総
会
)
は

、

3
月
31
日
午

後

3
時
か
ら
ク

ラ
ブ

宴
会
場

で
行

わ

れ
た
。
出
席
法

人

会

員

31
社
、
委
任
法
人
会
員

99
社

、

計

㎜
社

の

出

席

を
も

っ
て

成

立

(定
足
数

廻
社

)
、
北
村
理
事

長
を

議

長

に
議

事
を
進
め
た
。

2

0
0

5
年
度
事
業
計

画

お
よ

び
収

支

予
算
を
理
事
会
案

通

り
可

決

し
た
後
、
昨
年

5
月

の
通
常
総

会

以
降

の
役
員

の

一
部
交

代
を
承

認

し
た
。

◇

予
算

の
特
徴
は
会
費
と
事

業
収

入

の
減

少

で
、

一
般
会
計

の
規
模

が
約

1
0
0
0
万
円
減
少

(対
前

年
度

マ
イ

ナ
ス
約

2

・
2
%
)
と

な

っ
て

い
る
こ
と
。

期

中

に

法

人
賛

助

会

員

の
う

ち
、
み
ず

ほ
ホ
ー

ル
デ
イ
ン
グ

ス
、

ハ
マ
ダ
印
刷
、
丸
紅

、
ゴ

ス
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク

シ

ス
テ

ム
ズ

ジ

ャ
パ

ン
、
双

日
、

コ
カ

コ
ー

ラ

の
6
社

が
退
会

し
た
の
が
影
響

し

て
い
る
。

法
人
会

員

の
人
会

は
常
陽

新
聞

新
社
と

T
V
Q
九
州
放
送

の
2
社
、

退
会

は
宮

城

テ
レ
ビ

、
R

F

ラ
ジ

オ
日
本

、
南
海
放
送

の
3
社

で

マ

イ
ナ

ス

ー
社
だ

っ
た

が
、
個
人

A
、

C
会

員

の
登
録
減
も

目
立

っ
た
。

単

な

る
情

報
産

業

と

は

異

な

り

、受

け
手

の
知

る
権
利

の
た

め
、

新
聞

、
放
送
な
ど

の
報
道

機
関
が

中
心
と

な

っ
て
、
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・

プ

レ

ス
ク
ラ
ブ
を
維
持

・
運
営
し

て

い
る

こ
と

の
意
味
を

再
確

認
し

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
時

期

に
き

て

い
る
よ
う

だ
。

q6}
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会 員 異 動(20例 年4日 一2005年3月1

織
会
議
報
告
懸

第

87
回
総
務
委
員
会

(
3

・
4

小
会
議
室
)

2

0
0
5
年
度
事

業

計
画

・
同
収
支

予
算
案
と
、

日
本

記
者

ク
ラ
ブ
賞
選

考
委

員
会
と
第

17
期

役
員
選
出
委

員
会

の
機
…成
案
を
承
認

し

、
理
事
会
に
上
程

し
た
、

出
席

島

田
委
員

長

、
滝
算
、
国
分

、
宇
治

の
各
理

事
、

北
村

理
事
長
、
君

和

田
、
小
林

の
両
副

理
事
長

、
岩

崎
専

務

理
事

。

第

価
回
理
事
会

〔
3

・
4

大
会
議
室
)

①

2
0
0
5
年
度

事

業
計
画

・
同
収
支

予
算
案

を
総

務
委

員
会

案
通
り
承

認

し
、
第

65
同
総
会

に
上
程
す

る

こ
と

に

し
た
.

②

2
0
0
5
年
度

日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞

選
考
委

員
会

を

、

ク

ラ
ブ
賞
内
規

に
従

い
、
総
務
委
員
会

委
員

で
構
成

す

る

こ
と
を
決
定

し
た
。

③
第

17
期

(2

0
0

5

・
0
6
年
度

)
役
員
選

出
委

員
会

〈
理
事
変
更

V

テ
レ
ビ
東
京

(新
)
藤
井

実

常
務
取
締
役
経
営
戦
略
局
、

メ
デ
ィ
ア
開
発
局
担
当

(旧
)
鈴
木

民
一..

〈
法
人
会
員
代
表
変
更
V

神
戸
新
聞
杜

(新
)
稲
垣

嗣
夫

代
表
取
締
役
社
長

〔旧
)
山
根

秀
夫

テ
レ
ビ
東
京

(新
)
菅
谷

定
彦

代
表
取
締
役
社
長

(旧
)
鈴
木

民
三

を
総
務
委

員
会
委
員

で
構
成

す

る
こ
と
を
決

定

し
た
。

④
第

66
回

総
会

(決
算
)
を

5
月

16
口
に
開
催
す

る

こ
と

を
決
定
し

た
。

出
席

北

村

理
事
長
、
君
和

田
、
小
林

の
両
副

理
事

長
、

岩
崎
専
務

理
事

、
滝
鼻
、
島

田
、
国
分
、
字

治

、
杉
江
、

一.稿

、
又

江
原

、
中
井
、

壬
葉

、
佐
藤

の
各

理
事

。
碓
井

監
事
。

第
㎜
回
会

報
委
員
会

(
3

・
m

ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
)

3
月
号

に

つ
い
て
意
見
交

換

し
た
後
、

4
月

号

の
編
集

に
つ
い
て
協
議

し
た

..

出
席

住

田
委

員
長

、
布
施

、
福
沢
、
仙
石

の
各

委
員
。

第
矧
回
会

員
資
格
委
員
会

(3

・
15

小
会
議
室
〕

新
委
員

の
伝

川
幹

読
売

新

聞
編
集
局
次
長

(旧

・
佐
藤

三
干
男
氏

)
と
芹
川
洋

一
日

本
経
済
新
聞
編
集

局
次
長
兼

論
説
委
員

(旧

・
守

屋
林

司

氏
}
を
紹
介
し

た
後

、
4
月

1
日
付

の
会

員
入
退
会

を
審
査

し
、
理
事
会

へ
答
申

し
た
。

出
席

伝

川
、
帆
江
、
芹
川

、
伊
藤
、
田
中

、
山
本
、
今

田
の
各
委

員

。

第

闘
回
企

画
委

員
会

(3

・
24

宴
会
場
)

司
会
を

し

た
委
員

か
ら
行
事

報
告
が
行
わ

れ
、
意
見
を

交
換
し
た
。
今

後

の
ゲ

ス
ト

候
補
や
研
究
会

な
ど
を
協
議

し
た
。

出
席

宇

治
委

貝
長
、
村
松

、
帆
江
、
橋
本
、
中
井

(康
)
、

矢
島
、
宮

田
、
春
名

、
稲

田
、
菅
沼
、
飯

野
、
斉
藤

、
川

戸
、
井
田
、
芋

原
、
岡
田

(晃

)
、
和
田
、
長
沢

の
各
委
員
。

〔17)
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圏 「蝶 々夫人」愛 ・地球博特別公演記者発表

2001年 公 演が 評判 に なっ た 「1伊共 同製 作の オペ ラ

「蝶 々夫 人」が愛 知万博で上演 されることにな り、記者

発表が行われた,前 回公演の ダイジェス ト版が放映され

た後、 ドナーティ万 博伊政府総代表 と斉藤繁産経新聞取

締役があい さつ。舞台芸術を担 当する彫刻家の安旧侃、

照明デザ インの石井幹 了・、プロデューサーの真鍋圭'の

各氏が 幽'万博スペ シャルバー ジョジ の見所 を語った。

宅催は産経新聞社、万博 イタリア政府総代表、 プッチー

二 ・フェステ ィバル財団。7月23日(土)午 後6時45分

か らEXPOド ー ムで;(3,1010階 ホ ール1

照 会先:万 博公演 の問い介わせTelO3-3275-8906

■放 送 ウーマン賞2004贈 賞 式 ・パーティー

日本 女性放送者懇談会は毎年、放送 界で活躍 し優れた

功績 をあげた女性 に 「放送 ウーマ ン賞」を贈 っている。

今年の受賞者は女優 ・声優の大山のぶ代 さんと中京テ レ

ビ放送 デ ィレクターの大脇三T・代 さん。 また、懇談 会創

立35周 年を記念 して特別賞が ドMな がおか とFMゆ きぐ

にの2局 に贈 られた。 これは新潟中越地震の災害報道で

コ ミュニテ ィFMな らではの きめの細かい情報を発信 し

続けたことが評価 された もの、(3、1110階 ホ ール1

■G8:ア フ リカ問題に関する記者金見 英国大使館

プ レア首相の肝いりで設立 されたアフリカ委員会が約

1年 にわたる議論 を経て3月11日 に報告書を発表。海外

開発 省のチャクラバルデ ィ事務次官が 来日し、 フライ大

使 とともに会見 した.英 国は今年、 アフリカへの2国 間

援助 を10億 ポン ド(約2{MO億FDに 倍 増する予定で 「H

本 もG8の 一一員 として積極的に参加 してほ しい.日 本に

は東アジア諸国で培ってきたODAの ノウハ ウがある、、

それをアフリカ支援で も生か してほ しい」 と語った,ま

たアナ ン国連事務総長の諮問委員会報告書が求めたOD

新 しいOB会 員1

Aの 対GNP比0.7%と い う目標を 日本 も達 成す るよう

求めた.,〔3.1410階 ホール)

照 会先:イ ギ リス大使館広報部Td〔 〕3-5211-1309

■地 下鉄サ リン事件から10年 の集い

地 ド鉄サ リン事件か ら10年 を迎えるのを機に、「『あれ

か ら10年 』～地下鉄サ リン事件の被害者は今7～ 」の集

いが開かれた、遺族や被害者か らは国の無策を批判する

発 言が相次いだ.9・IINYテ ロ の被害者 も出席 し.米

国の被害者支援の現状 を報告。集会では教団に代わって

国が損害を補償す る特別措置法の制定を求めるアビール

を採択 した。参加者は約300人 。 〔3.1910階 ホ ール)

匹写覧回短ソ の短文 を盟当「∠,6ξナ

今号か ら2年 間、次の4会 員に 「短文」を担当 していただきます。昨年行った紙面刷新、カラー化にともな

い、「写真回廊」 は裏フロン ト的 なペー ジになりま した。新聞・通信各社の写真記者が撮った'●この ・枚”に、

練達の筆 を添 えていただいています。ご愛読 くだ さい、

レ有 馬 真 喜 子(あ りま・まきこ)

1957年 朝 目新聞入社3横 浜 支局、学

芸部記昔など。68年 フジテレビのニュ

ースキャスターへ
。85年 まで 「奥様ニ

ュース」な どのキ ャスター を務め る,,

現在、横浜市女性協会顧問、国連女性開発基金日本国

内委員会理事長。

レ田 畑 光 永(た ばた ・みつ なが〕

1960年TBS入 社 。政治部、外信部

記者などを経て、北京支局長、ニュー

スキャスター、香港支局長、解説委員

など,現 在、神奈川大学経営学部教授。

著書 にr中 国を知る」『鄙小平の遺産jr中 国の しくみ』

な ど。

〉塚 田 博 康(つ かだ ・ひろやす}

1962年 東京新聞人社。社 会部記者、

都庁キャップ、社会部デスク、論説委

員兼編集委貝(都 市問題担 当)な ど。

現在、都市 ・情報研究室主宰、早稲出

大学、青山学院大学非常勤講師。著書に 「2001年 の東

京j『 東京都の肖像」な ど.

レ 橋 場 義 之(は しば ・よしゆ き〕

1971年 毎 日新聞人社。社会部遊軍、

都庁、宮内庁 クラブなどを経て、 日曜

版編集長、メデ ィア面編集長など。現

在、ヒ智大学新聞学科教授。著書 に「包

囲された メデ ィア』「新版 現場か らみた新聞学』r新

現代マ スコ ミ論のポイン1・』(い ずれ も共著)な ど。
!
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クラブレストラン
予約電話 和食3503-2723洋 食3503-2766

春 を イ メー ジ した コース料理 が好評 です 。板長 とシ

ェフが特別 メニ ュー を用意 して くれ ま した 。4月28

日 ま で 。

 和
食

春 燗漫懐石 コ ース5250円

ご家族や友人たちとのプラ イベー トな会食に

もご利用 くだ さい。

先付:竹 の子寿 司など 椀:海 老白玉包み 生 もの:は

なびら大根盛 り(刺 身3点 盛 り)焼 物:い さき塩焼 き

煮物:湯 葉V:腐 揚 物:花 籠蓮根盛 り 食事:桜 そば

甘味:あ んみつ これに グラス冷酒

洋
金

「春 キ ャベ ツロール」 コース2100円

「ロールキャベ ツ」は和製英語で、IEし く

は 「キャベ ッロール」だそ うです、、黒和牛の挽

肉を甘 くて柔 らかな春キャベツで包み、フ レッ

シュ トマ トで煮込みました,、それにチー ズクラッカー、

ミネス トローネ、アボガ ドサ ラダ、パン、コーヒーまた

は紅茶 というメニューです、 ランチ タイムに も召 し上が

っていただけます.,

2月 の クラブ試写 会 「サイ ドウェイ」で 主人公がおい

しそ うに飲んでいたカリフォルニアワインも銘柄は違 い

ますが、用意 しましたので、おため しくだ さい.、

刀
ク
テ
ル

百

富

4月 はパーフェク ト ・レデ ィ

4月 の誕生石はダイヤモ ン ド。ス ト

ー ンメッセー ジは不滅、恋 と勇気 と勝

利、純潔…持 ち主の心次第で 毒にも薬にもなる

といわれる高貴な光を放つ石です,カ クテルもドライジ

ン、 ピーチ リキュール、 グレープフルーツジュースなど

で、その イメージに仕 トげました.お たの しみ ください,

〈寄贈書 〉

慈照 大熊房子遺歌集 大熊秀治会員

森林環境2005(財)森 林 文化協 会 神塚明弘会員

NHK放 送文化研究所 年報2005NHK放 送 文化研究所

デー タブ ・ソク 世界の放送2〔}05阿

「第52同 民 間放送全国大会」記録誌 日本民間放送連盟

クラブの電話 タイヤルイン

和 食 レ ス トラ ン(9階)ク ラ ブ 行 事 へ の 申 し込 み

3503-27233503-2722

洋 食 レ ス トラ ン(10階)会 員 事 務

3503-27663503-2725

貸 室 予 約 、宴 会 打 ち 合 わ せ 経 理

3503-27243503-2728

受 付 会 見 申 し込 み ア ド レ ス

3503-2721kaiker1@lnpc、or.jp

会報委員会

委員長 ≡住 田良能

委 員=永 井多恵子 中園龍二 僑場義之

福沢亜夫 布施優子 仙石仲也

連 絡 三長谷川和子 本庄五 月

〔電 話03-3503-2752FAXO3-35(,3-727P

総会記念講演 ・

山折哲 雄国際 日本文化 研 究 セン ター所 長

「日本 の行方一 パ クス ・ヤ ポニ カの可能性一 」

今年の通常総 会は5月16日 〔月}に 行われますが、

恒例の総 会記念講演には山折哲雄国際 日本文化研究

セ ンター所長を迎 えます..テ ーマは 「目本の行方一

パクス ・ヤポニ カの可能性一 .,時 間は4時 半か ら

1時 間です。引き続 き、会炭懇親 会も行われ ます

あ らためてご案内 をしますが、ご予定おき ください

〈招待券 〉 ご寄贈いただ きました

▼朝U新 聞社か ら 『恐竜 博2(X)5」 『ベ ルリンの至宝展1

r横 山大観展.i『 ルネ ・ラリック展』

▼読売新聞社か ら 『厳島神社国宝展」「ラ・トゥール展』

「アール ・デコ展』『ルー ヴル美術館展』 『魅惑の17-lg

世 紀 フラ ンス絵圃展』

〈言卜報 〉

鈴 木幸夫会員(目 縄 ・テ レビ東京出身、78歳)が3月

24日 、原発性肺がんのため死去 されました.謹 んでお悔

やみ 申しあげます

く会員現況〉 法 入会員147社 基 本会員807入 個

人会員1.663入 法 人 ・個 人賛助 会貝74社185人

特 別賛助会員70人 名誉 ・功労会貝 且0人

計221社2.735人

今後の行寮予定(4/4現 在〉

4、12〔 火}12:30～B;301:g階 宴 会 場1

ウ リベ ・コ ロ ン ビ ア 大統 領 記 者会 見

15:00～16:30〔9階 宴=会場}

1社 会 保 障(き 年 金 改 革 一

駒 村 康 平 東 洋 大 学 経 済 学 部 教 授

4.15〔 金)12:〔}〔 〕～14=00(101管 オ{一 ル)

石 鳳 葵 農 水 事 務 次 官 昼 食 会

4,18〔 月}]5:00～ 】6:30(】0階 ホ ー ル1

シ リ ー ズ 研 究 会 「中 東 ベ ー シ ッ ク④ ア ラ ブ

の 政 治 思 想 」

池 内 恵 岡 際 ほ本 文 化 研 究 セ ン ター 助 教 授

4.19〔 ゾ〈)14:00-15:30(915皆 宴 会 場[

バ イ オ リ ニ ス ト ・黒 沼 ユ リrさ ん を 囲 む 会

4.22〔 金)15:00-16:30qO階 ホ ー ル)

シ リ ー ズ 研 究 会1北 朝 鮮 ユ3北 朝 鮮 の 核 開 発 」

鈴 木 達 治 郎 電 中 概 社 会 経 済 研 究 所 上 席 耐 究 貝

4.25〔 月}12:00～14:〔}〔}〔1{1階 ホ ー ル 〕

ク ラ ウ ス ・シ ュ ワ プ 阯 界経 済 フ ォー ラ ム 〔ダ

ボ ス 会 議)理 事 長 昼 食 会

行 事 案 内 専 用 電 話3503-376・1

日時 の 変 更 な ど も 含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 らせ して い ます 。

〔19}



2005.4.10No.422

写

真

回

廊

や
ギ

く
ロ
コ
 

リ

ロ
に
パ

撮
影

大
山

文
兄

(勲
讃
瀞
働
胸
恥
)

東

、ン
ナ

撫
…
ガ

フ
へ
川

1

.
次

中

断
凹
封「一れ

一」
い
ん
」
…川
発

を

中

国

が

再

悶

し

て

い

る

の

を

確

認

一
3

・
S

産

経

本

社

機

か

・
2

春なのに波高 く

だ

れ
が
名
付

け
た

の
か

「
春
暁

一
と
そ

の
名

は

の
ど

か
だ

が
、
H
本

が
ド
張
す
る
排
他
的
経

済
水
域

の
境
界
線
付
近

に
あ
る

こ
の
ガ

ス
旧
、

ま
た
東

シ

ナ
海

の
波
を
高

く
し

て

い
る
、

中

国

が

春

の
訪

れ
と

と

も

に
作

業
を

.再
開

し
、
今

秋

に
も

生
旅
聞
始
と

伝
え
ら
れ

て
お
り

、

.
方

日
本
も

、
民
間
企
業

か
ら
申
請
さ
れ

て

い

た

こ

の
地
域

で

の
.看
油

・
κ
然
ガ

ス
の
開
発

・

生
産
を

、

い
よ

い
よ
認

め
る
方
針
と
伝
え
ら
れ

一
、
い
る

境
界
線

の
向

こ
う
と

こ
ち
ら
は
、
海

底

の
地
質
構
造

'「.・
は

つ
な

が

っ
て

い
る

の
だ
か

ら
状

況

は

単
純

で
な

い

「
目
本

側

の
.石
油

を

ス
ト

ロ
ー

で
吸

い
尽
・く
す

」
な
ど
と

い
う
、分

か

り

や
す

過
ぎ

る
話
ま

一.㌦
飛

び
出
し

て
い
る

石
油

の
値
段

は
小
気
味

な

ほ
ビ

に
値

L
が
り

を
続

け

'
、
い
る

〔
3
月
.卜
旬

 ・

ー
バ

レ
ル

25

ド

ル
か
ら

30
ド

ル
あ

た
り

が
常
識
と
思

っ
て

い

た

の
が
、

茄
ド

ル
を
超
え

た
、

60
ド

ル
間
近
、

な
ど
と

報
じ

ら
れ
る

中

痕
情
勢

の
.小
安

定

に

加
え

,
中
国

、
イ
ン
ド
な

ど

の
.P
想
を
L
回

る

経
済
発

展

に
よ
る
需
、要
逼

迫
が
原
因
と

い
・つ

確
か

に
中

国

は
2
0
0
.3
年
、

日
本
を
抜

い
て

世
界
第

一
.の
.石
油
消
費

国
に
な

り
た

ト

イ

レ

ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
や
洗
剤
を
買

い
に
走

っ
た

オ
イ

ル
シ

ョ
ッ
ク

の
ト

ラ
ウ

マ
を
抱

え

る

私
た
ち

と
し

ぐ
、
は
、
逼
迫

な
ど
と

い
わ
れ
る
と

ぎ

ょ

っ
と
し
、

.石
演
危
機

を
回
避
す

る
知

恵
と

努
力
を

願
う
ば

か
り

で
あ

る

(有
馬
貞
再

r

一

1コ 〔口


